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令和3年度　議会新体制決まる 
一　般　質　問 

「8050問題の本町の認識は」 
「ヤングケアラー　認知度を高める取り組みを」 
「町内企業と連携し、まちの課題解決を」　ほか 

令和2年度　政務活動費収支報告 
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議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　コロナ禍でも「がん検診」は大事と言われて
います。そのためにも、安価で手軽に受診でき
る集団がん検診の日数を増やしてほしいです。 

（Sさん　秋田地区） 

　子どもや高齢者、障がいのある方等、社会的
に弱い立場の人たちの声がすぐに届く身近な窓
口があるといいと思います。 

（Aさん　さつきケ丘地区） 

表紙の写真 

柿野橋の架け替えが完了し、

渡り初め式が行われました。

テープカット終了後、この橋

を通学路とする大口北小学

校の児童たちが元気に通学

する姿を見せてくれました。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
1日（水） 提案説明 
6日（月） 一般質問 
7日（火） 一般質問 
9日（木） 質疑 

10日（金） 質疑・委員会付託 
14日（火） 総務建設常任委員会 
16日（木） 文教福祉常任委員会 
27日（月） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

9月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定

例
会
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こ
の
度
の
議
長
選
挙
に
お

い
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
3
回
目
の
議
長
就
任
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 

　
現
在
、
全
世
界
で
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
本
町
も

例
外
な
く
そ
の
影
響
を
受
け
、

住
民
の
皆
さ
ま
方
も
大
変
不

安
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
 

　
議
会
と
し
て
も
皆
さ
ま
方

の
不
安
を
軽
減
す
べ
く
、
議

事
機
関
と
し
て
町
執
行
部
と

協
力
し
、
こ
の
脅
威
に
全
力

で
立
ち
向
か
う
所
存
で
す
。
 

　
さ
て
、
議
会
に
対
す
る
皆

さ
ま
方
の
ニ
ー
ズ
は
、
議
員

定
数
の
削
減
、
議
員
報
酬
の

引
き
下
げ
を
は
じ
め
と
し
、

議
会
の
透
明
性
な
ど
各
般
に

わ
た
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

種
の
問
題
は
、
そ
の
時
々
の

状
況
に
よ
り
検
討
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
議
員
定
数
・
報
酬
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
前
議
長
か
ら

諮
問
が
な
さ
れ
、
現
在
、
特

別
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
特
別
委
員

会
か
ら
答
申
を
受
け
た
際
に

は
、
速
や
か
に
そ
の
結
果
を

住
民
の
皆
さ
ま
方
に
ご
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
議
会
の
透
明
性
に

つ
い
て
は
、
大
口
町
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
議
会
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
住
民

の
皆
さ
ま
方
の
声
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
説
明
責
任
を

果
た
し
、
開
か
れ
た
議
会
、

見
え
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
落
ち

着
い
た
状
況
で
あ
れ
ば
、
議

会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
の

開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
さ
ら
な

る
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
来
年
4
月
に
60
周
年
を
迎

え
る
歴
史
あ
る
大
口
町
議
会

の
副
議
長
と
い
う
大
任
を
拝

し
ま
し
た
こ
と
、
身
に
余
る

光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
 

　
議
長
を
お
支
え
し
、
円
滑

な
議
会
運
営
と
開
か
れ
た
議

会
へ
の
改
革
な
ど
、
町
民
の

方
々
か
ら
の
負
託
に
こ
た
え

る
べ
く
、
人
事
を
尽
く
し
、

同
僚
の
議
員
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
な
お
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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長
あ
い
さ
つ
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目
）
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議
会
新
体
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決
ま
る
 

　
令
和
3
年
5
月
13
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
正
副
議

長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
任
期
満
了
に

伴
う
新
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

（
正
副
議
長
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
1
年
、
常
任
委
員

会
は
条
例
に
よ
り
2
年
の
任
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）
 

常任委員会等構成 
（総務建設常任、文教福祉常任、議会広聴広報常任、議会運営、議員定数・報酬検討特別※） 
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詳細は町ホームページをご覧ください。 
町ホームページ＞議会＞議員紹介 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4708.htm 
または、「大口町議会議員」で検索！ 

議
会
選
出
監
査
委
員
 

　
岡
孝
夫
議
員
を
監
査
委
員

に
選
出
し
ま
し
た
。
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各
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部
事
務
組
合
議
会
等

議
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に
本
町
議
会
か
ら
選
出

し
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議
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は
次
の
と
お
り
で

す
。
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議
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。
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議
員
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報

酬
検
討
特
別
委
員
会
に

変
更
し
ま
し
た
。
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こ
の
度
の
議
長
選
挙
に
お

い
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
の
重

責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
3
回
目
の
議
長
就
任
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 

　
現
在
、
全
世
界
で
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
、
本
町
も

例
外
な
く
そ
の
影
響
を
受
け
、

住
民
の
皆
さ
ま
方
も
大
変
不

安
な
生
活
を
送
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
 

　
議
会
と
し
て
も
皆
さ
ま
方

の
不
安
を
軽
減
す
べ
く
、
議

事
機
関
と
し
て
町
執
行
部
と

協
力
し
、
こ
の
脅
威
に
全
力

で
立
ち
向
か
う
所
存
で
す
。
 

　
さ
て
、
議
会
に
対
す
る
皆

さ
ま
方
の
ニ
ー
ズ
は
、
議
員

定
数
の
削
減
、
議
員
報
酬
の

引
き
下
げ
を
は
じ
め
と
し
、

議
会
の
透
明
性
な
ど
各
般
に

わ
た
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

種
の
問
題
は
、
そ
の
時
々
の

状
況
に
よ
り
検
討
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
議
員
定
数
・
報
酬
の
検
討

に
つ
い
て
は
、
前
議
長
か
ら

諮
問
が
な
さ
れ
、
現
在
、
特

別
委
員
会
で
検
討
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
特
別
委
員

会
か
ら
答
申
を
受
け
た
際
に

は
、
速
や
か
に
そ
の
結
果
を

住
民
の
皆
さ
ま
方
に
ご
報
告

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
議
会
の
透
明
性
に

つ
い
て
は
、
大
口
町
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
い
て
議
会
の

役
割
を
果
た
す
べ
く
、
住
民

の
皆
さ
ま
方
の
声
に
耳
を
傾

け
る
と
と
も
に
説
明
責
任
を

果
た
し
、
開
か
れ
た
議
会
、

見
え
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
が
落
ち

着
い
た
状
況
で
あ
れ
ば
、
議

会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
の

開
催
を
考
え
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
さ
ら
な

る
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
議
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
来
年
4
月
に
60
周
年
を
迎

え
る
歴
史
あ
る
大
口
町
議
会

の
副
議
長
と
い
う
大
任
を
拝

し
ま
し
た
こ
と
、
身
に
余
る

光
栄
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

　
同
時
に
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
 

　
議
長
を
お
支
え
し
、
円
滑

な
議
会
運
営
と
開
か
れ
た
議

会
へ
の
改
革
な
ど
、
町
民
の

方
々
か
ら
の
負
託
に
こ
た
え

る
べ
く
、
人
事
を
尽
く
し
、

同
僚
の
議
員
と
と
も
に
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
 

　
皆
さ
ま
方
に
は
、
な
お
一

層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

議
長
あ
い
さ
つ
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目
）
 

 

　
所
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会
 

　
　
　
　
総
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文
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常
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委
員
会
 

副
議
長
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つ
 

江
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期
目
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総
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委
員
会
 

　
　
　
　
議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
 

令
和
3
年
度
 

議
会
新
体
制
決
ま
る
 

　
令
和
3
年
5
月
13
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
正
副
議

長
を
は
じ
め
、
各
常
任
委
員
会
委
員
等
の
任
期
満
了
に

伴
う
新
体
制
を
決
定
し
ま
し
た
。
 

（
正
副
議
長
は
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
1
年
、
常
任
委
員

会
は
条
例
に
よ
り
2
年
の
任
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
）
 

常任委員会等構成 
（総務建設常任、文教福祉常任、議会広聴広報常任、議会運営、議員定数・報酬検討特別※） 

総
務
 

文
教
 

広
聴
 

運
営
 

特
別
 

総
務
 

文
教
 

広
聴
 

運
営
 

特
別
 

吉
田
　
正
 

 ○
  ○

 
○
 

近
藤
時
男
 

 ○
    

船
戸
光
夫
 

 ○
 

副
委
員
長
 

  

岡
　
孝
夫
 

○
  

委

員

長

 

副
委
員
長
 

○
 

伊
藤
　
浩
 

 

委

員

長

 

 ○
 

○
 

齊

木
一
三

 

○
   ○

 

委

員

長

 

佐
名
か
よ
子
 

 ○
 

○
   

江
口
昌
史
 

副
委
員
長
 

 ○
 

○
  

酒
井
正
宗
 

○
    ○

 

大

竹

伸
一
 

 

副
委
員
長
 

○
   

丹
羽
　
孝
 

委

員

長

 

 ○
  

副
委
員
長
 倉

知
敏
美
 

 ○
  

委

員

長

 

 

議員氏名 議員氏名 

詳細は町ホームページをご覧ください。 
町ホームページ＞議会＞議員紹介 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4708.htm 
または、「大口町議会議員」で検索！ 

議
会
選
出
監
査
委
員
 

　
岡
孝
夫
議
員
を
監
査
委
員

に
選
出
し
ま
し
た
。
 

 一
部
事
務
組
合
議
会
等
議
員
 

　
各
一
部
事
務
組
合
議
会
等

議
員
に
本
町
議
会
か
ら
選
出

し
た
議
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

 丹
羽
広
域
事
務
組
合
 

佐
名
か
よ
子
・
江
口
昌
史
 

船
戸
光
夫
・
伊
藤
　
浩
 

倉
知
敏
美
 

 
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組
合
 

吉
田
　
正
・
大
竹
伸
一
 

齊
木
一
三
 

 
愛
北
広
域
事
務
組
合
 

近
藤
時
男
・
酒
井
正
宗
 

丹
羽
　
孝
 

 
尾
張
水
害
予
防
組
合
会
 

船
戸
光
夫
 

 尾
張
北
部
環
境
組
合
 

吉
田
　
正
・
丹
羽
　
孝
 

倉
知
敏
美
 

 
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
 

江
幡
満
世
志
 

 

各
種
委
員
会
等
委
員
 

　
各
種
委
員
会
等
の
委
員
に

選
出
し
た
議
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

 地
域
交
通
推
進
会
議
 

近
藤
時
男
・
齊
木
一
三
 

 
保
育
所
運
営
委
員
会
 

佐
名
か
よ
子
・
酒
井
正
宗
 

倉
知
敏
美
 

 
国
保
運
営
協
議
会
 

佐
名
か
よ
子
・
江
口
昌
史
 

大
竹
伸
一
 

 
都
市
計
画
審
議
会
 

吉
田
　
正
・
近
藤
時
男
 

岡
　
孝
夫
・
大
竹
伸
一
 

齊
木
一
三
 

 
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
 

運
営
委
員
会
 

近
藤
時
男
・
船
戸
光
夫
 

 
青
少
年
問
題
協
議
会
 

伊
藤
　
浩
 

 
※
6
月
定
例
会
に
て
、
議

会
改
革
特
別
委
員
会
の

名
称
を
議
員
定
数
・
報

酬
検
討
特
別
委
員
会
に

変
更
し
ま
し
た
。
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問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

6月定例会を6月2日から23日までの22日間の会期で開催しました。 

○町提出（10議案、1諮問）　いずれも全会一致 

・議案 

（仮称）大口北防災拠点施設改修工事の請負契約について　【可決】 

大口町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について　【可決】 

大口町税条例等の一部改正について　【可決】 

大口町学習等共同利用施設等の設置及び管理に関する条例の一部改正について　【可決】 

大口町手数料条例の一部改正について　【可決】 

令和3年度大口町一般会計補正予算（第2号）　【可決】 

令和3年度大口町次世代育成事業特別会計補正予算（第1号）　【可決】 

大口町道路線の認定について　【可決】 

固定資産評価審査委員会委員の選任について　【同意】 

大口町一般会計補正予算（第3号）　【可決】 

・諮問 

諮問第1号　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　【適任と答申】 

○意見書提出　議員提出の1議案を全会一致で可決し国と愛知県へ意見書を提出することを決定しました。 

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書 

○一般質問　9人の議員が町政全般にわたり質問しました。（10～18ページをご覧ください） 

なお、今定例会では新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、書面により実施しました。 

○請願（3件）　審査の結果、いずれの請願も継続審査とすることに決定しました。 

6月定例会の概要 

固
定
資
産
税
の
「
わ
が

ま
ち
特
例
」
は
自
治
体
が
自

主
的
に
判
断
し
て
条
例
で
決

定
で
き
る
も
の
だ
が
、
対
象

資
産
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
。
  

本
町
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
先
端
設
備
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
、
中
小
企
業
の
経
営
力

向
上
設
備
等
を
定
め
て
い
る
。
 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑を掲載し
ます。 

質疑
あれこれ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
税
制
は
、
所
得
額
に
よ

り
制
度
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ

な
い
人
は
ど
の
程
度
い
る
か
。
 

 こ
の
制
度
は
購
入
し
た

対
象
医
薬
品
の
合
計
金
額
が

1
万
2
千
円
を
超
え
た
部
分

が
控
除
対
象
に
な
り
、
医
療

費
控
除
の
場
合
と
比
較
し
て

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
 

　
健
診
等
の
一
定
の
予
防
の

取
組
み
を
す
れ
ば
、
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
は
無
償
だ
が
、

副
反
応
で
発
熱
し
た
場
合
、

そ
の
解
熱
剤
購
入
費
は
ど
ち

ら
の
控
除
の
対
象
に
な
る
の

か
。
  セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
と
医
療
費
控
除
の
ど
ち

ら
の
対
象
に
も
な
る
の
で
、

申
告
さ
れ
る
方
の
状
況
で
判

断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
 

今
年
の
3
月
に
公
表
さ

れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
・

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
は
、
冊
子
等
を
作
り
町
内

企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
中
心
に
そ
れ

を
行
う
の
か
。
 

 ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
は
容
易

に
追
加
・
更
新
が
で
き
、
多

く
の
方
に
見
て
も
ら
え
る
と

い
う
点
で
選
択
し
た
。
 

　
し
か
し
、
今
後
、
様
々
な

事
業
を
進
め
る
中
で
、
冊
子

の
ほ
う
が
い
い
場
合
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
、
事
業
の
内
容
、

情
報
を
発
信
す
る
対
象
者
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

本
町
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
く
た
め
に
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ

た
も
の
を
作
成
す
る
の
か
。
 

 今
ま
で
の
活
動
や
、
五

条
川
と
桜
、
産
業
と
企
業
等

の
魅
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

に
発
信
を
し
て
い
く
予
定
。
 

　
今
後
、
新
た
な
情
報
も
随

時
追
加
し
、
本
町
の
魅
力
の

情
報
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

大
手
薬
局
チ
ェ
ー
ン
の

レ
シ
ー
ト
で
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
対
象
医
薬
品
の

表
示
誤
り
が
た
び
た
び
あ
る
。
 

　
誤
っ
た
レ
シ
ー
ト
を
基
に

確
定
申
告
を
行
っ
た
場
合
、

修
正
申
告
は
必
要
か
。
 

 修
正
申
告
は
必
要
。
 

町
道
役
場
前
線
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
役
場
前
の
停
留

所
は
、
現
在
の
交
番
の
跡
地

に
移
設
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
た
と
思
う
が
。
 

 当
初
は
そ
の
よ
う
な
予

定
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
役

場
前
の
公
園
整
備
や
、
町
道

小
口
線
と
役
場
前
線
の
道
路

整
備
事
業
の
進
捗
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
バ

ス
停
の
設
置
場
所
を
再
考
し

た
。
  

予
防
の
た
め
自
費
で

P
C
R
検
査
を
行
っ
た
場
合

も
控
除
対
象
に
な
る
の
か
。
 

 控
除
対
象
に
な
ら
な
い
。
 

 

地
域
防
犯
対
策
事
業
で

設
置
す
る
ポ
ー
ル
付
防
犯
灯

は
リ
ー
ス
又
は
購
入
の
ど
ち

ら
か
。
 

 リ
ー
ス
で
は
な
く
、
購

入
。
  

現
在
の
交
番
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
考
え
か
。
 

 庁
舎
管
理
担
当
課
が
中

心
と
な
り
、
全
庁
的
な
視
点

で
検
討
し
て
い
く
。
 

 

交番が大中の隣に移転するため跡地利用を検討 

領収書に控除の対象である
ことが記載されています 
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条
例
の
改
正
 

税
条
例
の
一
部
改
正
 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
、医
療
費
控
除
の
特
例
の
延
長
、

扶
養
親
族
の
見
直
し
、固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
導
入
に
つ

い
て
改
正
 

補
正
予
算
 

一
般
会
計
（
第
2
号
）
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問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

6月定例会を6月2日から23日までの22日間の会期で開催しました。 

○町提出（10議案、1諮問）　いずれも全会一致 

・議案 

（仮称）大口北防災拠点施設改修工事の請負契約について　【可決】 

大口町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について　【可決】 

大口町税条例等の一部改正について　【可決】 

大口町学習等共同利用施設等の設置及び管理に関する条例の一部改正について　【可決】 

大口町手数料条例の一部改正について　【可決】 

令和3年度大口町一般会計補正予算（第2号）　【可決】 

令和3年度大口町次世代育成事業特別会計補正予算（第1号）　【可決】 

大口町道路線の認定について　【可決】 

固定資産評価審査委員会委員の選任について　【同意】 

大口町一般会計補正予算（第3号）　【可決】 

・諮問 

諮問第1号　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて　【適任と答申】 

○意見書提出　議員提出の1議案を全会一致で可決し国と愛知県へ意見書を提出することを決定しました。 

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書 

○一般質問　9人の議員が町政全般にわたり質問しました。（10～18ページをご覧ください） 

なお、今定例会では新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、書面により実施しました。 

○請願（3件）　審査の結果、いずれの請願も継続審査とすることに決定しました。 

6月定例会の概要 

固
定
資
産
税
の
「
わ
が

ま
ち
特
例
」
は
自
治
体
が
自

主
的
に
判
断
し
て
条
例
で
決

定
で
き
る
も
の
だ
が
、
対
象

資
産
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

か
。
  

本
町
で
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
先
端
設
備
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
、
中
小
企
業
の
経
営
力

向
上
設
備
等
を
定
め
て
い
る
。
 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑を掲載し
ます。 

質疑
あれこれ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
税
制
は
、
所
得
額
に
よ

り
制
度
の
恩
恵
に
あ
ず
か
れ

な
い
人
は
ど
の
程
度
い
る
か
。
 

 こ
の
制
度
は
購
入
し
た

対
象
医
薬
品
の
合
計
金
額
が

1
万
2
千
円
を
超
え
た
部
分

が
控
除
対
象
に
な
り
、
医
療

費
控
除
の
場
合
と
比
較
し
て

選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
 

　
健
診
等
の
一
定
の
予
防
の

取
組
み
を
す
れ
ば
、
所
得
割

が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
費
用
は
無
償
だ
が
、

副
反
応
で
発
熱
し
た
場
合
、

そ
の
解
熱
剤
購
入
費
は
ど
ち

ら
の
控
除
の
対
象
に
な
る
の

か
。
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ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
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シ

ョ
ン
と
医
療
費
控
除
の
ど
ち

ら
の
対
象
に
も
な
る
の
で
、

申
告
さ
れ
る
方
の
状
況
で
判
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し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
 

今
年
の
3
月
に
公
表
さ

れ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
・

第
2
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
は
、
冊
子
等
を
作
り
町
内

企
業
の
魅
力
を
発
信
す
る
と

し
て
い
る
が
、
今
後
は
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
中
心
に
そ
れ

を
行
う
の
か
。
 

 ウ
ェ
ブ
サ
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ト
は
容
易

に
追
加
・
更
新
が
で
き
、
多

く
の
方
に
見
て
も
ら
え
る
と

い
う
点
で
選
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し
た
。
 

　
し
か
し
、
今
後
、
様
々
な

事
業
を
進
め
る
中
で
、
冊
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の
ほ
う
が
い
い
場
合
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
、
事
業
の
内
容
、

情
報
を
発
信
す
る
対
象
者
の

こ
と
を
考
え
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

本
町
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
く
た
め
に
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
う
い
っ

た
も
の
を
作
成
す
る
の
か
。
 

 今
ま
で
の
活
動
や
、
五

条
川
と
桜
、
産
業
と
企
業
等

の
魅
力
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と

に
発
信
を
し
て
い
く
予
定
。
 

　
今
後
、
新
た
な
情
報
も
随

時
追
加
し
、
本
町
の
魅
力
の

情
報
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

大
手
薬
局
チ
ェ
ー
ン
の

レ
シ
ー
ト
で
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
対
象
医
薬
品
の

表
示
誤
り
が
た
び
た
び
あ
る
。
 

　
誤
っ
た
レ
シ
ー
ト
を
基
に

確
定
申
告
を
行
っ
た
場
合
、

修
正
申
告
は
必
要
か
。
 

 修
正
申
告
は
必
要
。
 

町
道
役
場
前
線
に
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
停
留
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
が
、
役
場
前
の
停
留

所
は
、
現
在
の
交
番
の
跡
地

に
移
設
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
た
と
思
う
が
。
 

 当
初
は
そ
の
よ
う
な
予

定
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
役

場
前
の
公
園
整
備
や
、
町
道

小
口
線
と
役
場
前
線
の
道
路

整
備
事
業
の
進
捗
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
バ

ス
停
の
設
置
場
所
を
再
考
し

た
。
  

予
防
の
た
め
自
費
で

P
C
R
検
査
を
行
っ
た
場
合

も
控
除
対
象
に
な
る
の
か
。
 

 控
除
対
象
に
な
ら
な
い
。
 

 

地
域
防
犯
対
策
事
業
で

設
置
す
る
ポ
ー
ル
付
防
犯
灯

は
リ
ー
ス
又
は
購
入
の
ど
ち

ら
か
。
 

 リ
ー
ス
で
は
な
く
、
購

入
。
  

現
在
の
交
番
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
考
え
か
。
 

 庁
舎
管
理
担
当
課
が
中

心
と
な
り
、
全
庁
的
な
視
点

で
検
討
し
て
い
く
。
 

 

交番が大中の隣に移転するため跡地利用を検討 

領収書に控除の対象である
ことが記載されています 
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条
例
の
改
正
 

税
条
例
の
一
部
改
正
 

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
で
、医
療
費
控
除
の
特
例
の
延
長
、

扶
養
親
族
の
見
直
し
、固
定
資
産
税
の
特
例
措
置
導
入
に
つ

い
て
改
正
 

補
正
予
算
 

一
般
会
計
（
第
2
号
）
 

5 4



問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

指
定
管
理
者
休
業
補
償

は
、
町
外
利
用
者
の
制
限
等

に
対
す
る
減
収
分
に
き
ち
ん

と
対
処
し
て
い
る
の
か
。
 

 憩
い
の
四
季
は
コ
ロ
ナ

禍
を
前
提
に
収
支
計
画
を
立

て
契
約
を
し
て
お
り
、
補
償

が
必
要
な
状
況
で
は
な
い
。
 

　
生
涯
学
習
施
設
で
町
外
利

用
者
の
制
限
を
設
け
た
も
の

は
町
の
直
営
施
設
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
の
収
入
に
影
響

は
な
い
。
午
後
8
時
ま
で
の

利
用
制
限
に
つ
い
て
も
、
自

主
事
業
の
開
催
時
間
を
早
め

て
お
り
、
特
に
影
響
は
な
い

と
の
こ
と
。
 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
の
現
状
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
体

制
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
 

 65
歳
か
ら
80
歳
未
満
の

方
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
予

約
が
繋
が
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
窓
口
で
の
受
付
を
始
め

た
。
2
回
目
接
種
の
予
約
で

は
集
団
か
個
別
で
事
務
手
続

き
の
時
期
が
異
な
る
等
の
理

由
に
よ
り
、
予
約
に
時
差
が

あ
る
。
 

　
高
齢
者
の
接
種
の
目
途
が

立
っ
た
た
め
、
次
の
世
代
の

接
種
券
準
備
を
始
め
た
と
こ

ろ
。
 

県
か
ら
休
業
や
時
短
営

業
の
要
請
が
さ
れ
て
い
る
が
、

町
内
で
全
く
従
わ
な
い
飲
食

店
が
あ
る
。
町
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 要
請
元
で
あ
る
県
の
担

当
窓
口
へ
直
接
連
絡
し
て
も

ら
う
か
、
町
に
情
報
提
供
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
こ
ち
ら
か

ら
県
へ
連
絡
す
る
。
 

 

町
立
保
育
園
に
加
湿
空

気
清
浄
機
13
台
と
お
も
ち
ゃ

殺
菌
庫
1
台
を
購
入
す
る
が
、

各
保
育
園
へ
の
配
分
は
。
 

 加
湿
空
気
清
浄
機
は
、

南
保
に
5
台
、
西
保
に
3
台
、

北
保
に
5
台
を
配
備
。
昨
年

度
も
購
入
し
て
お
り
、
各
園

の
保
育
室
1
部
屋
に
対
し
、

概
ね
2
台
配
備
と
な
る
。
 

　
お
も
ち
ゃ
殺
菌
庫
は
各
園

に
1
台
配
備
済
み
だ
が
、
西

保
は
園
児
数
が
多
い
た
め
1

台
追
加
す
る
。
 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
各
児
童
セ
ン

タ
ー
等
に
フ
リ
ー
の
W
i

‐

F
i

を
整
備
す
る
予
定
だ
が
、

そ
の
運
用
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 特
に
制
限
を
設
け
る
考

え
は
な
く
、
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
協
議
会
に
加
盟
す
る
こ

と
で
使
用
履
歴
の
確
認
や
、

ア
ク
セ
ス
制
限
が
で
き
る
の

で
、
あ
る
程
度
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
 

パ
ス
ワ
ー
ド
な
し
で

W
i

‐
F
i

に
接
続
で
き
れ

ば
、
建
物
外
に
電
波
が
漏
れ

て
い
る
と
深
夜
に
若
者
が
集

ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
は
い
か
が
か
。
 

 内
部
で
の
検
討
の
際
に

も
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
施

設
の
開
館
時
間
以
外
は
電
源

を
落
と
す
等
の
対
策
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

　
中
央
公
民
館
に
関
し
て
は
、

当
面
、
常
時
接
続
状
態
と
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

ワクチン集団接種会場の様子（中央公民館） 

昨年度、各園に配備されたおもちゃ殺菌庫 

　
6
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
3
件
の
請
願
と
4
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 

【
請
　
　
願
】
 

 

無
秩
序
で
混
沌
と
し
た
教
育

組
織
に
よ
っ
て
旭
川
市
で
ま

た
、
生
徒
児
童
の
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
じ

め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
調
査

も
せ
ず
2
年
以
上
も
放
置
し

て
い
る
大
口
町
教
育
委
員
会

も
他
人
事
と
考
え
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
こ
れ
以
上
、

生
徒
児
童
の
命
や
人
生
・
人

権
・
尊
厳
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
早
期
に
改
善
・
対
策

を
行
う
べ
く
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
 

（
継
続
審
査
） 

 

大
口
町
西
小
学
校
の
【
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
】
は
素
晴

ら
し
い
内
容
で
あ
る
。
大
口

西
小
学
校
の
【
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
】
を
【
大
口
町
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
】
に
正

式
採
用
し
町
内
の
小
中
学
校

に
水
平
展
開
し
、【
大
口
町

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る

条
例
】
で
運
用
の
遵
守
の
取

り
決
め
の
策
定
を
求
め
る
請

願
 

（
継
続
審
査
） 

 令
和
2
年
3
月
議
会
で
採
択

さ
れ
た
請
願
で
あ
る
『
不
登

校
重
大
事
態
と
し
て
大
口
町

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

設
置
及
び
学
校
事
故
調
査
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
請
願

書
』
の
願
意
実
現
す
べ
く
大

口
町
議
会
・
大
口
町
教
育
委

員
会
の
対
応
を
求
め
る
請
願

書
 

（
継
続
審
査
） 

請
願
者
 

稲
垣
　
学
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

【
陳
　
　
情
】
 

 

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

　
愛
知
県
医
療
介
護
福
祉
 

労
働
組
合
連
合
会
 

執
行
委
員
長
　
渡
邉
　
一
 

 「
保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化

に
つ
な
が
る
短
時
間
勤
務
保

育
士
の
活
用
促
進
で
は
な
く
、

保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
改

善
、
処
遇
向
上
の
た
め
の
必

要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
」

提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

　
愛
知
保
育
団
体
連
合
 

協
議
会
 

会
長
　
岩
崎
　
八
十
子
 

 

大
口
町
議
会
は
条
例
等
を
無

視
し
た
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
会
に
よ
る
対
応
か

ら
目
を
背
け
黙
認
し
た
。
議

会
の
対
応
に
抗
議
す
る
と
共

に
、
議
会
は
組
織
に
忖
度
す

る
こ
と
な
く
組
織
と
町
民
双

方
と
も
に
公
平
、
公
正
で
、

条
例
等
を
順
守
さ
せ
る
対
応

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
継
続
審
査
） 

陳
情
者
 

稲
垣
　
学
  

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進
に
関
す
る

陳
情
書
 

（
採
択
） 

陳
情
者
 

榊
原
　
平
  

過去の請願・陳情の審査結果等はこちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　町議会　⇒　請願、陳情一覧 

請
願
・
陳
情 

ま
こ
と
 

こ
 

そ
 

や
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問 □ 答 □ 
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指
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、
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利
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の
制
限
等

に
対
す
る
減
収
分
に
き
ち
ん

と
対
処
し
て
い
る
の
か
。
 

 憩
い
の
四
季
は
コ
ロ
ナ

禍
を
前
提
に
収
支
計
画
を
立

て
契
約
を
し
て
お
り
、
補
償

が
必
要
な
状
況
で
は
な
い
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生
涯
学
習
施
設
で
町
外
利

用
者
の
制
限
を
設
け
た
も
の

は
町
の
直
営
施
設
で
あ
り
、

指
定
管
理
者
の
収
入
に
影
響

は
な
い
。
午
後
8
時
ま
で
の

利
用
制
限
に
つ
い
て
も
、
自

主
事
業
の
開
催
時
間
を
早
め

て
お
り
、
特
に
影
響
は
な
い

と
の
こ
と
。
 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
の
現
状
は
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
体

制
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
考
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て
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る
か
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 65
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か
ら
80
歳
未
満
の

方
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
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へ
予

約
が
繋
が
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
、
窓
口
で
の
受
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を
始
め

た
。
2
回
目
接
種
の
予
約
で

は
集
団
か
個
別
で
事
務
手
続

き
の
時
期
が
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な
る
等
の
理

由
に
よ
り
、
予
約
に
時
差
が

あ
る
。
 

　
高
齢
者
の
接
種
の
目
途
が

立
っ
た
た
め
、
次
の
世
代
の

接
種
券
準
備
を
始
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た
と
こ

ろ
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県
か
ら
休
業
や
時
短
営

業
の
要
請
が
さ
れ
て
い
る
が
、

町
内
で
全
く
従
わ
な
い
飲
食

店
が
あ
る
。
町
と
し
て
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 要
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元
で
あ
る
県
の
担

当
窓
口
へ
直
接
連
絡
し
て
も

ら
う
か
、
町
に
情
報
提
供
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
こ
ち
ら
か

ら
県
へ
連
絡
す
る
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町
立
保
育
園
に
加
湿
空

気
清
浄
機
13
台
と
お
も
ち
ゃ

殺
菌
庫
1
台
を
購
入
す
る
が
、

各
保
育
園
へ
の
配
分
は
。
 

 加
湿
空
気
清
浄
機
は
、

南
保
に
5
台
、
西
保
に
3
台
、

北
保
に
5
台
を
配
備
。
昨
年

度
も
購
入
し
て
お
り
、
各
園

の
保
育
室
1
部
屋
に
対
し
、

概
ね
2
台
配
備
と
な
る
。
 

　
お
も
ち
ゃ
殺
菌
庫
は
各
園

に
1
台
配
備
済
み
だ
が
、
西

保
は
園
児
数
が
多
い
た
め
1

台
追
加
す
る
。
 

健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
、

中
央
公
民
館
、
各
児
童
セ
ン

タ
ー
等
に
フ
リ
ー
の
W
i

‐

F
i

を
整
備
す
る
予
定
だ
が
、

そ
の
運
用
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 特
に
制
限
を
設
け
る
考

え
は
な
く
、
フ
リ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
協
議
会
に
加
盟
す
る
こ

と
で
使
用
履
歴
の
確
認
や
、

ア
ク
セ
ス
制
限
が
で
き
る
の

で
、
あ
る
程
度
の
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
は
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
 

パ
ス
ワ
ー
ド
な
し
で

W
i

‐
F
i

に
接
続
で
き
れ

ば
、
建
物
外
に
電
波
が
漏
れ

て
い
る
と
深
夜
に
若
者
が
集

ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
は
い
か
が
か
。
 

 内
部
で
の
検
討
の
際
に

も
話
題
に
な
っ
て
お
り
、
施

設
の
開
館
時
間
以
外
は
電
源

を
落
と
す
等
の
対
策
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

　
中
央
公
民
館
に
関
し
て
は
、

当
面
、
常
時
接
続
状
態
と
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

ワクチン集団接種会場の様子（中央公民館） 

昨年度、各園に配備されたおもちゃ殺菌庫 

　
6
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
3
件
の
請
願
と
4
件
の
陳

情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常

任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 

【
請
　
　
願
】
 

 

無
秩
序
で
混
沌
と
し
た
教
育

組
織
に
よ
っ
て
旭
川
市
で
ま

た
、
生
徒
児
童
の
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
じ

め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
調
査

も
せ
ず
2
年
以
上
も
放
置
し

て
い
る
大
口
町
教
育
委
員
会

も
他
人
事
と
考
え
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
こ
れ
以
上
、

生
徒
児
童
の
命
や
人
生
・
人

権
・
尊
厳
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
早
期
に
改
善
・
対
策

を
行
う
べ
く
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
 

（
継
続
審
査
） 

 

大
口
町
西
小
学
校
の
【
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
】
は
素
晴

ら
し
い
内
容
で
あ
る
。
大
口

西
小
学
校
の
【
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
】
を
【
大
口
町
い

じ
め
防
止
基
本
方
針
】
に
正

式
採
用
し
町
内
の
小
中
学
校

に
水
平
展
開
し
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大
口
町

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る

条
例
】
で
運
用
の
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守
の
取
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決
め
の
策
定
を
求
め
る
請

願
 

（
継
続
審
査
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 令
和
2
年
3
月
議
会
で
採
択

さ
れ
た
請
願
で
あ
る
『
不
登

校
重
大
事
態
と
し
て
大
口
町

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

設
置
及
び
学
校
事
故
調
査
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
請
願

書
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の
願
意
実
現
す
べ
く
大

口
町
議
会
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大
口
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教
育
委

員
会
の
対
応
を
求
め
る
請
願

書
 

（
継
続
審
査
） 

請
願
者
 

稲
垣
　
学
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

【
陳
　
　
情
】
 

 

安
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医
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・
介
護
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陳
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書
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採
択
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陳
情
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愛
知
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医
療
介
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福
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労
働
組
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連
合
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執
行
委
員
長
　
渡
邉
　
一
 

 「
保
育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化

に
つ
な
が
る
短
時
間
勤
務
保

育
士
の
活
用
促
進
で
は
な
く
、

保
育
所
職
員
の
配
置
基
準
改

善
、
処
遇
向
上
の
た
め
の
必

要
な
措
置
を
求
め
る
意
見
書
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提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
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陳
情
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愛
知
保
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団
体
連
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協
議
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会
長
　
岩
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八
十
子
 

 

大
口
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議
会
は
条
例
等
を
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視
し
た
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
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に
よ
る
対
応
か

ら
目
を
背
け
黙
認
し
た
。
議

会
の
対
応
に
抗
議
す
る
と
共

に
、
議
会
は
組
織
に
忖
度
す

る
こ
と
な
く
組
織
と
町
民
双

方
と
も
に
公
平
、
公
正
で
、

条
例
等
を
順
守
さ
せ
る
対
応

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
継
続
審
査
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陳
情
者
 

稲
垣
　
学
  

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
に
向
け

た
取
組
み
の
推
進
に
関
す
る

陳
情
書
 

（
採
択
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陳
情
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榊
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過去の請願・陳情の審査結果等はこちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　町議会　⇒　請願、陳情一覧 

請
願
・
陳
情 

ま
こ
と
 

こ
 

そ
 

や
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9議員が書面で質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

書籍を紫外線で殺菌し、衛生的
に利用できるよう、書籍消毒機
導入の考えは。 
 
利用者から問い合わせもある
ので、導入することで安心して
利用してもらいたいと考えてい
る。 

佐
名
か
よ
子
 

令
和
2
年
6
月
議
会
 

図書館再開時の感染防止対策は 

問 

答 

県内でも無料化の対象を拡大したり、
その検討をする自治体が増加。本
町も前向きに検討すべきではないか。 
 
当面は現行のまま継続し、各種
事業を見直す中で実現の可能
性を探りながら、総合的な判断
をしたい。 

江
幡
満
世
志
 

高校卒業まで医療費無料化を 

問 

答 

令和2年8月に1回で6冊消毒できるものを1
台購入した。約30秒で消毒できるため、子ども
から高齢者まで幅広く利用されており、これま
でのところ、1月あたり260回程度の利用があ
る。 

質問者の満足度 利用者から喜びの声も
聞いているので、今後
も利用者が安心して利
用できる環境づくりを。 

18歳到達年度末までの方（就労されている方
を含む）を対象に、令和3年4月診療分から入院
医療費（保険適用分）の助成を拡大した。 

質問者の満足度 通院も含む医療費全
般を助成するよう、
福祉向上に一層の取
組みを願います。 

こ
う
な
っ
た
 

一
　
般 

質
　
問 

にっこり 

鈴
木
義
彦 

元
議
員 

追
悼 

　
鈴
木
義
彦
元
議
員
（
73
）
が
、
令
和
3
年
6
月
10
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、
辞
職
さ
れ
た
直
後
の
事
で
し
た
。
 

　
町
議
会
は
、
会
議
の
開
会
前
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
し
た
。
 

　
こ
こ
に
鈴
木
義
彦
元
議
員
の
在
り
し
日
の
面
影
を
し
の
び
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

大
口
町
議
会
議
員
一
同
 

―
役
職
歴
―
 

平
成
 ２７

年
5
月
 

２８
年
5
月
 

２９
年
5
月
 

３０
年
5
月
 

令
和
 元

年
5
月
 

 町
議
会
議
員
に
初
当
選
 

総
務
建
設
常
任
委
員
会
副
委
員
長
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
副
委
員
長
 

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
長
 

 町
議
会
議
員
（
2
期
目
）
当
選
 

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
 議会広報常任委員会の視察研修で訪れた、群馬県玉村町議会

にて熱心に説明を聞く鈴木義彦元議員（写真左側） 

○町提出（4議案）いずれも全会一致 

・議案 

令和3年度大口町一般会計補正予算（第1号）　【可決】 

令和3年度大口町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）　【可決】 

令和3年度大口町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）　【可決】 

監査委員（議会選出）の選任について　【同意】 

5月臨時会の概要 

江口昌史 

佐名かよ子 

大竹伸一 

伊藤　浩 

船戸光夫 

近藤時男 

江幡満世志 

岡　孝夫 

吉田　正 

8050問題の本町の認識は 
成年後見制度の活用　高齢者を守るため積極的な周知を 

ヤングケアラー　認知度を高める取り組みを 
デジタル化で窓口業務改善を 

新農業法人設立　農福連携を取り入れる考えは 

大口町地球温暖化対策実行計画　最新版を出すべきと思うが 
町の脱炭素ロードマップ　いつまでに作成するつもりか 

動物愛護　動物虐待防止条例の制定を 

小口城址公園　今後の「お堀」の在り方は 

住宅改修費助成事業　複数回の助成制度活用はできるのか 
地域自治組織　取組みを推進する上での課題は 

町内企業と連携し、まちの課題解決を 
改善に取り組む組織風土の醸成　業務改善発表会等の開催は 

新型コロナの国保税減免　国の財政支援の変更はなぜか 
学校行事の計画　行事予定に女性の視点を 

P10 

P11 

P12 

P13 

P14 

P15 

P16 

P17 

P18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・ 

がんばれ 

大口町 
ホームページ 

「一般質問」 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

認知度を高める取り組みを 
部長 認識を深めるための情報を提供 

ヤングケアラー 

デ
ジ
タ
ル
化
で
窓
口
業
務
改
善
を
 

健
康
福
祉
部
長 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
で
効
果
を
検
証 

8
0
5
0
問
題
に
つ
い

て
、
本
町
の
認
識
は
。
 

 

子
ど
も
の
長

期
間
に
わ
た

る
ひ
き
こ
も
り
状
態
を
発
端

と
し
、
そ
こ
に
至
っ
た
経
緯

や
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
、
本
人
と
そ
の
家
族
が
、

行
き
場
の
な
さ
と
孤
立
の
中

で
日
々
葛
藤
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
 

　
介
護
、
経
済
的
不
安
、
人

間
関
係
、
家
庭
環
境
、
就
職
、

精
神
的
な
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
を
複
雑
か
つ
複
合
的
に

抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
も
、
非
常
に
解
決
が

困
難
な
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。
 

 

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓

口
は
ど
こ
の
部
署
か
。

ま
た
、
本
町
に
お
け
る
中
高

年
の
引
き
こ
も
り
の
実
態
は
。
 

 

福
祉
こ
ど
も

課
が
主
た
る

窓
口
だ
が
、
他
部
署
へ
相
談

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
関

係
部
署
で
情
報
を
共
有
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
県
の
専
門
機

関
に
も
つ
な
い
で
い
る
。
 

　
ま
た
、
本
町
の
実
態
と
し

て
具
体
的
な
数
字
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
国
の
推
計
値

や
過
去
の
相
談
件
数
か
ら
判

断
す
る
と
、
少
な
か
ら
ず
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

 

8
0
5
0
問
題
に
対
す

る
本
町
の
支
援
策
は
。
 

 

ま
ず
は
、
相

談
し
て
い
た

だ
き
、
適
切
な
機
関
へ
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
 

 

専
門
的
な
知
識
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
N
P
 

O
団
体
等
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
町

の
考
え
は
。
 

 

団
体
の
活
動

内
容
等
の
情

報
を
収
集
し
、
問
題
を
抱
え

る
方
々
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
で
、
問
題
の
解
決
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

一
つ
の
窓
口
で
手
続
き

可
能
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
、
窓
口

業
務
の
改
善
の
考
え
は
。
 

 

本
年
5
月
か

ら
、
書
類
の

見
直
し
で
、
小
中
学
校
の
転

入
手
続
き
は
、
戸
籍
保
険
課

の
窓
口
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
 

　
ま
た
、
手
続
き
の
た
め
の

庁
舎
間
の
移
動
を
減
ら
す
改

善
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
窓
口
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
設
置
を
準
備
し
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
い
勝
手
を
検
証
し
な

が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
窓
口
対

応
減
少
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
利
用
拡
大
を
す

べ
き
だ
が
、
そ
の
見
解
は
。
 

 

保
育
の
申
し
込

み
や
妊
娠
届
な
ど
、

各
々
の
状
況
や
事
情
を
聞
き
、

窓
口
で
き
め
細
や
か
な
対
応

が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
 

　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
利
用
拡
大
を
進
め
て
い
っ

た
場
合
で
も
、
窓
口
で
向
か

い
合
っ
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
で
い
る
。
 

 

デ
ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ

な
い
た
め
の
対
策
と
し

て
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
の
整

備
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
 

 

デ
ジ
タ
ル
初
心

者
向
け
の
講
座
・

教
室
は
、
民
間
事
業
者
が
パ

ソ
コ
ン
教
室
等
を
展
開
し
て

お
り
、
町
内
の
N
P
O
団
体

で
は
、
ア
プ
リ
の
使
い
方
講

座
も
実
施
し
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
現
に
有
す

る
資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
案
内
等
を
し
つ
つ
、

デ
ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
相
談
窓
口
の
設
置
や

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
を
含

め
、
ど
う
い
っ
た
対
策
を
行

う
べ
き
か
、
今
後
に
向
け
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

近
年
、
高
齢
者
相
手
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

い
で
い
る
。
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、
元
気
で
判
断
で
き

る
う
ち
に
利
用
で
き
る
よ
う

成
年
後
見
制
度
を
積
極
的
に

周
知
す
べ
き
で
は
。
 

 

地
域
の
福
祉

関
係
者
や
民

生
委
員
が
参
加
で
き
る
尾
張

北
部
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
研
修
会
や
、
広
報
誌
を

通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。
 

　
令
和
元
年
12
月
に
実
施
し

た
調
査
で
は
、
制
度
を
知
ら

な
い
方
が
4
割
を
超
え
、
権

利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
も
極
め
て
低
い
実
態
が

判
明
し
た
た
め
、
よ
り
一
層

の
周
知
に
努
め
る
。
 

 

制
度
の
理
解
の
促
進
や

将
来
予
測
な
ど
を
踏
ま

え
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握

が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

 

人
数
等
の
把

握
は
非
常
に

難
し
い
が
、
国
の
専
門
家
会

議
等
に
よ
る
と
、
世
界
標
準

で
人
口
の
1
%
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
2
4
0
人
程
度
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
本
町
の
制
度
利
用
者

は
そ
の
1
割
程
度
。
 

　
個
別
の
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
情
報
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
か
ら
の

情
報
を
整
理
し
、
尾
張
北
部

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
有
し
て
い
く
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
に
努
め
、
関
係

機
関
が
認
知
度
を
高
め
る
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。
 

 

実
態
は
各
小

中
学
校
が
個

別
に
把
握
し
て
お
り
、
家
庭

環
境
等
に
よ
り
家
族
の
生
活

面
の
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
事

例
が
、
数
件
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
 

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、

関
係
者
が
連
携
し
な
け
れ
ば

解
決
が
困
難
だ
と
の
認
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
情

報
提
供
等
に
努
め
て
い
き
た

い
。
 

 

関
係
者
間
で
情
報
共
有

を
図
り
、
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な

い
か
。
 

 

国
で
も
3
年

3
月
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
、

具
体
的
な
対
策
が
議
論
さ
れ

始
め
た
。
 

　
国
か
ら
の
具
体
策
を
受
け

新
た
な
対
応
を
検
討
す
る
と

こ
ろ
だ
が
、
当
面
は
町
内
で

事
例
が
発
生
し
た
場
合
に
は

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」
で
対
応
し
、
各
関
係

部
署
と
連
携
し
て
、
そ
の
対

象
家
族
が
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
 

　
今
後
は
、
国
の
検
討
内
容

を
注
視
し
な
が
ら
、
各
関
係

部
署
と
情
報
を
共
有
し
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

高齢者を守るため積極的周知を 
部長 より一層周知し認知度を高めたい 

成年後見制度の活用 

まずは相談を！ 

タブレットの活用で窓口業務の改善を 

当事者たちの実体験が
綴られています 

8
0
5
0
問
題
の
本
町
の
認
識
は
 

部
長 
非
常
に
解
決
が
困
難
な
問
題
と
認
識 

令和3年6月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（江口議員） 

「8050問題」 
65歳以上の親

と仕事に就かず
親の収入で生活
する40歳以上の
子が同居してい
る世帯。 
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佐
名
か
よ
子 

認知度を高める取り組みを 
部長 認識を深めるための情報を提供 

ヤングケアラー 

デ
ジ
タ
ル
化
で
窓
口
業
務
改
善
を
 

健
康
福
祉
部
長 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
で
効
果
を
検
証 

8
0
5
0
問
題
に
つ
い

て
、
本
町
の
認
識
は
。
 

 

子
ど
も
の
長

期
間
に
わ
た

る
ひ
き
こ
も
り
状
態
を
発
端

と
し
、
そ
こ
に
至
っ
た
経
緯

や
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

が
、
本
人
と
そ
の
家
族
が
、

行
き
場
の
な
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と
孤
立
の
中

で
日
々
葛
藤
し
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
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い
る
。
 

　
介
護
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経
済
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安
、
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間
関
係
、
家
庭
環
境
、
就
職
、

精
神
的
な
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
を
複
雑
か
つ
複
合
的
に

抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町

と
し
て
も
、
非
常
に
解
決
が

困
難
な
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。
 

 

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓

口
は
ど
こ
の
部
署
か
。

ま
た
、
本
町
に
お
け
る
中
高

年
の
引
き
こ
も
り
の
実
態
は
。
 

 

福
祉
こ
ど
も

課
が
主
た
る

窓
口
だ
が
、
他
部
署
へ
相
談

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
関

係
部
署
で
情
報
を
共
有
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
県
の
専
門
機

関
に
も
つ
な
い
で
い
る
。
 

　
ま
た
、
本
町
の
実
態
と
し

て
具
体
的
な
数
字
は
把
握
し

て
い
な
い
が
、
国
の
推
計
値

や
過
去
の
相
談
件
数
か
ら
判

断
す
る
と
、
少
な
か
ら
ず
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

 

8
0
5
0
問
題
に
対
す

る
本
町
の
支
援
策
は
。
 

 

ま
ず
は
、
相

談
し
て
い
た

だ
き
、
適
切
な
機
関
へ
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
 

 

専
門
的
な
知
識
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
N
P
 

O
団
体
等
と
の
連
携
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
町

の
考
え
は
。
 

 

団
体
の
活
動

内
容
等
の
情

報
を
収
集
し
、
問
題
を
抱
え

る
方
々
に
情
報
提
供
す
る
こ

と
で
、
問
題
の
解
決
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。
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問 

問 問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

一
つ
の
窓
口
で
手
続
き

可
能
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
、
窓
口

業
務
の
改
善
の
考
え
は
。
 

 

本
年
5
月
か

ら
、
書
類
の

見
直
し
で
、
小
中
学
校
の
転

入
手
続
き
は
、
戸
籍
保
険
課

の
窓
口
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
 

　
ま
た
、
手
続
き
の
た
め
の

庁
舎
間
の
移
動
を
減
ら
す
改

善
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
窓
口
対
応
が
で
き
る

よ
う
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
設
置
を
準
備
し
て
い
る
。
 

　
ま
ず
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
使
い
勝
手
を
検
証
し
な

が
ら
改
善
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
窓
口
対

応
減
少
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
利
用
拡
大
を
す

べ
き
だ
が
、
そ
の
見
解
は
。
 

 

保
育
の
申
し
込

み
や
妊
娠
届
な
ど
、

各
々
の
状
況
や
事
情
を
聞
き
、

窓
口
で
き
め
細
や
か
な
対
応

が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
 

　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
利
用
拡
大
を
進
め
て
い
っ

た
場
合
で
も
、
窓
口
で
向
か

い
合
っ
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
で
い
る
。
 

 

デ
ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ

な
い
た
め
の
対
策
と
し

て
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
、

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
の
整

備
に
つ
い
て
の
見
解
は
。
 

 

デ
ジ
タ
ル
初
心

者
向
け
の
講
座
・

教
室
は
、
民
間
事
業
者
が
パ

ソ
コ
ン
教
室
等
を
展
開
し
て

お
り
、
町
内
の
N
P
O
団
体

で
は
、
ア
プ
リ
の
使
い
方
講

座
も
実
施
し
て
い
る
。
 

　
町
と
し
て
は
、
現
に
有
す

る
資
源
が
有
効
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
案
内
等
を
し
つ
つ
、

デ
ジ
タ
ル
格
差
が
生
じ
な
い

よ
う
に
相
談
窓
口
の
設
置
や

デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
を
含

め
、
ど
う
い
っ
た
対
策
を
行

う
べ
き
か
、
今
後
に
向
け
て

研
究
し
て
い
き
た
い
。
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問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

近
年
、
高
齢
者
相
手
の

契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次

い
で
い
る
。
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
も
、
元
気
で
判
断
で
き

る
う
ち
に
利
用
で
き
る
よ
う

成
年
後
見
制
度
を
積
極
的
に

周
知
す
べ
き
で
は
。
 

 

地
域
の
福
祉

関
係
者
や
民

生
委
員
が
参
加
で
き
る
尾
張

北
部
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
研
修
会
や
、
広
報
誌
を

通
じ
て
周
知
し
て
い
る
。
 

　
令
和
元
年
12
月
に
実
施
し

た
調
査
で
は
、
制
度
を
知
ら

な
い
方
が
4
割
を
超
え
、
権

利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
認

知
度
も
極
め
て
低
い
実
態
が

判
明
し
た
た
め
、
よ
り
一
層

の
周
知
に
努
め
る
。
 

 

制
度
の
理
解
の
促
進
や

将
来
予
測
な
ど
を
踏
ま

え
、
ま
ず
は
ニ
ー
ズ
の
把
握

が
重
要
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

 

人
数
等
の
把

握
は
非
常
に

難
し
い
が
、
国
の
専
門
家
会

議
等
に
よ
る
と
、
世
界
標
準

で
人
口
の
1
%
以
上
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

本
町
で
は
2
4
0
人
程
度
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
本
町
の
制
度
利
用
者

は
そ
の
1
割
程
度
。
 

　
個
別
の
支
援
を
必
要
と
す

る
方
の
情
報
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
か
ら
の

情
報
を
整
理
し
、
尾
張
北
部

権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と

共
有
し
て
い
く
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実

態
把
握
に
努
め
、
関
係

機
関
が
認
知
度
を
高
め
る
取

り
組
み
は
で
き
な
い
か
。
 

 

実
態
は
各
小

中
学
校
が
個

別
に
把
握
し
て
お
り
、
家
庭

環
境
等
に
よ
り
家
族
の
生
活

面
の
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
事

例
が
、
数
件
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
 

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、

関
係
者
が
連
携
し
な
け
れ
ば

解
決
が
困
難
だ
と
の
認
識
を

持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
情

報
提
供
等
に
努
め
て
い
き
た

い
。
 

 

関
係
者
間
で
情
報
共
有

を
図
り
、
適
切
な
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な

い
か
。
 

 

国
で
も
3
年

3
月
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
、

具
体
的
な
対
策
が
議
論
さ
れ

始
め
た
。
 

　
国
か
ら
の
具
体
策
を
受
け

新
た
な
対
応
を
検
討
す
る
と

こ
ろ
だ
が
、
当
面
は
町
内
で

事
例
が
発
生
し
た
場
合
に
は

「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」
で
対
応
し
、
各
関
係

部
署
と
連
携
し
て
、
そ
の
対

象
家
族
が
支
援
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
い
く
。
 

　
今
後
は
、
国
の
検
討
内
容

を
注
視
し
な
が
ら
、
各
関
係

部
署
と
情
報
を
共
有
し
連
携

を
図
っ
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

高齢者を守るため積極的周知を 
部長 より一層周知し認知度を高めたい 

成年後見制度の活用 

まずは相談を！ 

タブレットの活用で窓口業務の改善を 

当事者たちの実体験が
綴られています 

8
0
5
0
問
題
の
本
町
の
認
識
は
 

部
長 

非
常
に
解
決
が
困
難
な
問
題
と
認
識 

令和3年6月定例会 
一般質問（佐名議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（江口議員） 

「8050問題」 
65歳以上の親

と仕事に就かず
親の収入で生活
する40歳以上の
子が同居してい
る世帯。 
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一
　
般 

質
　
問 

伊

藤
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最新版を出すべきと思うが 
部長 令和5年度に見直し予定 

大口町地球温暖化対策実行計画 

い
つ
ま
で
に
作
成
す
る
つ
も
り
か
 

部
長 

国
の
指
針
が
示
さ
れ
て
か
ら
策
定 

町
の
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ 

町
内
の
農
地
の
う
ち
休

耕
地
・
遊
休
地
は
何
%

か
。
ま
た
、
今
後
、
こ
れ
ら

を
活
用
す
る
考
え
は
。
 

 

農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る

と
、
耕
地
面
積
に
対
す
る
遊

休
農
地
の
割
合
は
、
愛
知
県

の
11
・
1
%
、
全
国
の
9
・

4
%
に
比
べ
、
本
町
は
5
・

9
%
と
低
く
、
今
す
ぐ
取
り

組
む
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
今
後
は
後
継
者
不

足
等
で
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
考
え
る
必
要
は
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

認
定
農
業
者
は
も
と
よ

り
、
個
人
農
業
者
も
高

齢
化
・
後
継
者
不
足
で
耕
作

者
離
れ
が
多
い
が
、
町
と
し

て
助
言
や
対
策
は
考
え
て
い

る
か
。
 

 

本
町
で
は
、

新
規
就
農
者

に
対
し
、
補
助
制
度
や
融
資

制
度
等
の
提
案
、
助
言
等
を

し
て
い
る
。
 

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
、

農
業
法
人
設
立
事
業
で
は
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
育

成
す
べ
く
、
農
業
の
魅
力
や

経
済
的
に
も
安
定
し
た
農
業

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

 

障
が
い
者
や
高
齢
者
の

健
康
維
持
管
理
等
、
住

民
の
居
場
所
づ
く
り
は
農
福

連
携
を
考
慮
し
た
運
用
促
進

に
寄
与
す
る
と
思
う
が
、
そ

う
い
っ
た
新
し
い
農
業
シ
ス

テ
ム
の
考
え
は
。
 

 

新
た
に
設
立

す
る
農
業
法

人
は
、
持
続
的
な
安
定
経
営

が
確
立
す
る
よ
う
、
ま
ず
は

生
産
性
、
効
率
化
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
付
加
価
値
の
あ

る
も
の
を
生
産
し
、
収
益
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
 

　
農
福
連
携
は
、
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
健
康
維
持
管
理

等
に
関
わ
る
事
業
と
し
て
、

社
会
貢
献
的
な
側
面
も
あ
る

の
で
、
事
業
展
開
し
て
い
く

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

国
の
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
2
0
5
0
年
ま

で
に
目
指
す
社
会
像
は
何
か
。

ま
た
、
2
0
1
8
年
度
の
電

源
構
成
の
見
直
し
内
容
は
。
 

 

脱
炭
素
の
み

な
ら
ず
地
域

課
題
を
解
決
し
た
持
続
可
能

で
か
つ
強
靭
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
（
同
時
解
決
的
視
点
）

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
2
0
1
8
年
度
の
電
源
構

成
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
17
%
、
原
子
力
6
%
、
石

炭
32
%
、
天
然
ガ
ス
38
%
、

石
油
7
%
だ
が
、
2
0
3
0

年
度
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
22
〜
24
%
程
度
、
原
子

力
20
〜
22
%
程
度
、
石
炭
26

%
程
度
、
天
然
ガ
ス
27
%
程

度
、
石
油
3
%
程
度
に
見
直

さ
れ
、
大
幅
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
予
定
。
 

 

自
動
車
業
界
は
C
O
2

排
出
削
減
の
た
め
の
自

動
車
開
発
を
急
い
で
い
る
が
、

現
在
の
開
発
状
況
は
。
 

 

経
済
産
業
省

主
催
の
「
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
自
動
車
政
策
検
討
会
」

に
よ
る
と
、
電
動
車
の
普
及

加
速
に
つ
い
て
、
遅
く
と
も

2
0
3
0
年
代
半
ば
ま
で
に
、

乗
用
車
の
新
車
販
売
で
電
動

車
1
0
0
%
を
実
現
で
き
る

よ
う
包
括
的
な
措
置
を
講
じ

る
と
し
て
い
る
。
 

 

大
口
町
版
の
脱
炭
素
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
い
つ

ま
で
に
作
成
す
る
つ
も
り
か
。
 

 

本
町
で
は
、

地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ
の

計
画
を
遂
行
し
、
今
後
、
国

が
目
指
す
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
の
指
針
が
示

さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
に
合

わ
せ
大
口
町
版
の
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

業
種
を
問
わ
ず
事
業
所

内
で
自
社
で
栽
培
し
、

販
売
す
る
多
角
経
営
が
広
ま

っ
て
い
る
。
農
地
法
に
沿
っ

て
進
め
る
考
え
は
。
 

 

平
成
28
年
4

月
施
行
の
改

正
農
地
法
に
よ
り
「
農
業
生

産
法
人
」
が
「
農
地
所
有
適

格
法
人
」
と
呼
称
が
変
わ
り
、

本
町
で
も
要
件
を
満
た
す
新

農
業
法
人
の
設
立
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
 

　
将
来
的
に
は
、
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
と
い
っ
た
6
次

産
業
化
、
多
角
経
営
化
も
見

据
え
て
考
え
て
い
る
が
、
立

ち
上
げ
当
初
は
あ
れ
も
こ
れ

も
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ま
ず
は
地
に
足
が
つ
く
よ
う

な
事
業
展
開
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

る
計
画
の
中
に
、
観
光

客
を
呼
び
込
め
る
事
業
展
開

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。
 

 

新
た
に
設
立

す
る
農
業
法

人
は
、
畑
地
を
利
用
す
る
事

業
計
画
も
想
定
し
て
い
る
が
、

現
状
、
畑
地
の
水
の
問
題
が

大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
そ
こ
で
、
畑
地
か
ん
が
い

設
備
が
な
い
畑
地
を
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
を

考
え
、
こ
れ
が
実
現
し
た
あ

か
つ
き
に
は
観
光
農
園
等
の

事
業
展
開
を
検
討
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
 

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は

観
光
客
を
呼
び
込
め
る
事
業

展
開
を
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加

し
起
こ
る
地
球
温
暖
化

問
題
の
国
際
的
な
動
き
、

C
O
P
21
の
パ
リ
協
定
で
採

択
さ
れ
た
内
容
は
。
 

 

先
進
国
や
途

上
国
の
壁
を

な
く
し
、
す
べ
て
の
国
が
参

加
す
る
形
で
、
世
界
共
通
の

目
標
と
し
て
、
世
界
の
平
均

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
か
ら

2
℃
未
満
に
す
る
（
さ
ら
に
、

1
・
5
℃
に
抑
え
る
努
力
を

す
る
）
こ
と
と
し
、
参
加
各

国
が
目
標
を
立
て
た
う
え
で
、

今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
 

 

仮
称
「
家
庭
で
の
省
エ

ネ
実
践
の
す
す
め
」
を

作
成
・
印
刷
し
、
町
内
全
て

の
家
庭
に
配
布
で
き
な
い
か
。
 

 

現
在
、
地
球

温
暖
化
や
家

庭
の
省
エ
ネ
方
法
に
つ
い
て
、

年
に
1
回
広
報
誌
に
掲
載
し

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ

れ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
常
時
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
啓
発
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
作
成
時
と
今
を

比
べ
る
と
世
界
的
な
動
き
も

か
な
り
違
っ
て
き
て
い
る
。

最
新
版
を
出
す
べ
き
で
は
。
 

 

実
行
計
画
で

は
実
施
し
た

取
組
の
効
果
を
検
証
し
、
必

要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す

等
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

基
本
に
5
年
ご
と
の
計
画
見

直
し
を
予
定
し
て
い
る
。
 

　
第
3
次
の
実
行
計
画
は
5

年
度
に
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
 

問 

問 問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

担い手がいないため耕作放棄地
となってしまった畑 

【出典】農林水産省統計部公表　耕地及び作付面積統計・農林業センサス 

本町の耕作放棄地面積の推移 

町が所有する電気自動車 

農
福
連
携
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
 

部
長 

社
会
貢
献
的
側
面
か
ら
考
え
て
い
き
た
い 

新
農
業
法
人
設
立 

令和3年6月定例会 
一般質問（伊藤議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（大竹議員） 

大口町エコチャレンジ・プランより抜粋 

温室効果ガス削減に伴う公共施設の設備更新計画概要 
分類 対策内容 

設備 
改修 

運用 
改善 

照明のLED化、高効率化 
熱源設備の高効率化 
空調システムの変更 
コージェネレーションシステムの導入 
低損失変圧器の採用 
BEMSの導入 
空調室内温度の緩和 
外気導入量の調整 
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調査年 
耕地面積（ha）A

全国 

平成17年 

22年 

27年 

4,692,000 

4,593,000 

4,496,000

愛知県 

84,000 

79,100 

76,900

大口町 

547.0 

515.0 

502.0

耕作放棄地面積（ha）B

全国 

385,791 

395,981 

423,064

愛知県 

8,911 

8,378 

8,513

大口町 

27.0 

24.0 

29.0

割合（%）　B÷A

全国 

8.2 

8.6 

9.4

愛知県 

10.6 

10.6 

11.1

大口町 

4.9 

4.7 

5.9
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最新版を出すべきと思うが 
部長 令和5年度に見直し予定 

大口町地球温暖化対策実行計画 

い
つ
ま
で
に
作
成
す
る
つ
も
り
か
 

部
長 

国
の
指
針
が
示
さ
れ
て
か
ら
策
定 

町
の
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ 

町
内
の
農
地
の
う
ち
休

耕
地
・
遊
休
地
は
何
%

か
。
ま
た
、
今
後
、
こ
れ
ら

を
活
用
す
る
考
え
は
。
 

 

農
林
業
セ
ン

サ
ス
に
よ
る

と
、
耕
地
面
積
に
対
す
る
遊

休
農
地
の
割
合
は
、
愛
知
県

の
11
・
1
%
、
全
国
の
9
・

4
%
に
比
べ
、
本
町
は
5
・

9
%
と
低
く
、
今
す
ぐ
取
り

組
む
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
が
、
今
後
は
後
継
者
不

足
等
で
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
考
え
る
必
要
は
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
 

 

認
定
農
業
者
は
も
と
よ

り
、
個
人
農
業
者
も
高

齢
化
・
後
継
者
不
足
で
耕
作

者
離
れ
が
多
い
が
、
町
と
し

て
助
言
や
対
策
は
考
え
て
い

る
か
。
 

 

本
町
で
は
、

新
規
就
農
者

に
対
し
、
補
助
制
度
や
融
資

制
度
等
の
提
案
、
助
言
等
を

し
て
い
る
。
 

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
、

農
業
法
人
設
立
事
業
で
は
、

新
た
な
農
業
の
担
い
手
を
育

成
す
べ
く
、
農
業
の
魅
力
や

経
済
的
に
も
安
定
し
た
農
業

も
研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

 

障
が
い
者
や
高
齢
者
の

健
康
維
持
管
理
等
、
住

民
の
居
場
所
づ
く
り
は
農
福

連
携
を
考
慮
し
た
運
用
促
進

に
寄
与
す
る
と
思
う
が
、
そ

う
い
っ
た
新
し
い
農
業
シ
ス

テ
ム
の
考
え
は
。
 

 

新
た
に
設
立

す
る
農
業
法

人
は
、
持
続
的
な
安
定
経
営

が
確
立
す
る
よ
う
、
ま
ず
は

生
産
性
、
効
率
化
を
考
慮
す

る
と
と
も
に
付
加
価
値
の
あ

る
も
の
を
生
産
し
、
収
益
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
 

　
農
福
連
携
は
、
障
が
い
者

や
高
齢
者
の
健
康
維
持
管
理

等
に
関
わ
る
事
業
と
し
て
、

社
会
貢
献
的
な
側
面
も
あ
る

の
で
、
事
業
展
開
し
て
い
く

中
で
考
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

国
の
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
2
0
5
0
年
ま

で
に
目
指
す
社
会
像
は
何
か
。

ま
た
、
2
0
1
8
年
度
の
電

源
構
成
の
見
直
し
内
容
は
。
 

 

脱
炭
素
の
み

な
ら
ず
地
域

課
題
を
解
決
し
た
持
続
可
能

で
か
つ
強
靭
で
活
力
あ
る
地

域
社
会
（
同
時
解
決
的
視
点
）

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。
 

　
2
0
1
8
年
度
の
電
源
構

成
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
17
%
、
原
子
力
6
%
、
石

炭
32
%
、
天
然
ガ
ス
38
%
、

石
油
7
%
だ
が
、
2
0
3
0

年
度
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
22
〜
24
%
程
度
、
原
子

力
20
〜
22
%
程
度
、
石
炭
26

%
程
度
、
天
然
ガ
ス
27
%
程

度
、
石
油
3
%
程
度
に
見
直

さ
れ
、
大
幅
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
予
定
。
 

 

自
動
車
業
界
は
C
O
2

排
出
削
減
の
た
め
の
自

動
車
開
発
を
急
い
で
い
る
が
、

現
在
の
開
発
状
況
は
。
 

 

経
済
産
業
省

主
催
の
「
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
た
自
動
車
政
策
検
討
会
」

に
よ
る
と
、
電
動
車
の
普
及

加
速
に
つ
い
て
、
遅
く
と
も

2
0
3
0
年
代
半
ば
ま
で
に
、

乗
用
車
の
新
車
販
売
で
電
動

車
1
0
0
%
を
実
現
で
き
る

よ
う
包
括
的
な
措
置
を
講
じ

る
と
し
て
い
る
。
 

 

大
口
町
版
の
脱
炭
素
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
い
つ

ま
で
に
作
成
す
る
つ
も
り
か
。
 

 

本
町
で
は
、

地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
策
定
し
て

い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ
の

計
画
を
遂
行
し
、
今
後
、
国

が
目
指
す
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
実
質
ゼ
ロ
の
指
針
が
示

さ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
に
合

わ
せ
大
口
町
版
の
地
域
脱
炭

素
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

業
種
を
問
わ
ず
事
業
所

内
で
自
社
で
栽
培
し
、

販
売
す
る
多
角
経
営
が
広
ま

っ
て
い
る
。
農
地
法
に
沿
っ

て
進
め
る
考
え
は
。
 

 

平
成
28
年
4

月
施
行
の
改

正
農
地
法
に
よ
り
「
農
業
生

産
法
人
」
が
「
農
地
所
有
適

格
法
人
」
と
呼
称
が
変
わ
り
、

本
町
で
も
要
件
を
満
た
す
新

農
業
法
人
の
設
立
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
。
 

　
将
来
的
に
は
、
生
産
か
ら

加
工
、
販
売
と
い
っ
た
6
次

産
業
化
、
多
角
経
営
化
も
見

据
え
て
考
え
て
い
る
が
、
立

ち
上
げ
当
初
は
あ
れ
も
こ
れ

も
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

ま
ず
は
地
に
足
が
つ
く
よ
う

な
事
業
展
開
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

る
計
画
の
中
に
、
観
光

客
を
呼
び
込
め
る
事
業
展
開

を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。
 

 

新
た
に
設
立

す
る
農
業
法

人
は
、
畑
地
を
利
用
す
る
事

業
計
画
も
想
定
し
て
い
る
が
、

現
状
、
畑
地
の
水
の
問
題
が

大
き
い
と
認
識
し
て
い
る
。
 

　
そ
こ
で
、
畑
地
か
ん
が
い

設
備
が
な
い
畑
地
を
ど
の
よ

う
に
利
用
し
て
い
く
の
か
を

考
え
、
こ
れ
が
実
現
し
た
あ

か
つ
き
に
は
観
光
農
園
等
の

事
業
展
開
を
検
討
す
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
 

　
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
は

観
光
客
を
呼
び
込
め
る
事
業

展
開
を
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。
 

問 

問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

温
室
効
果
ガ
ス
が
増
加

し
起
こ
る
地
球
温
暖
化

問
題
の
国
際
的
な
動
き
、

C
O
P
21
の
パ
リ
協
定
で
採

択
さ
れ
た
内
容
は
。
 

 

先
進
国
や
途

上
国
の
壁
を

な
く
し
、
す
べ
て
の
国
が
参

加
す
る
形
で
、
世
界
共
通
の

目
標
と
し
て
、
世
界
の
平
均

気
温
上
昇
を
産
業
革
命
か
ら

2
℃
未
満
に
す
る
（
さ
ら
に
、

1
・
5
℃
に
抑
え
る
努
力
を

す
る
）
こ
と
と
し
、
参
加
各

国
が
目
標
を
立
て
た
う
え
で
、

今
世
紀
後
半
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
 

 

仮
称
「
家
庭
で
の
省
エ

ネ
実
践
の
す
す
め
」
を

作
成
・
印
刷
し
、
町
内
全
て

の
家
庭
に
配
布
で
き
な
い
か
。
 

 

現
在
、
地
球

温
暖
化
や
家

庭
の
省
エ
ネ
方
法
に
つ
い
て
、

年
に
1
回
広
報
誌
に
掲
載
し

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ

れ
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
常
時
見
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
啓
発
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

 

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
の
作
成
時
と
今
を

比
べ
る
と
世
界
的
な
動
き
も

か
な
り
違
っ
て
き
て
い
る
。

最
新
版
を
出
す
べ
き
で
は
。
 

 

実
行
計
画
で

は
実
施
し
た

取
組
の
効
果
を
検
証
し
、
必

要
に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す

等
、
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
を

基
本
に
5
年
ご
と
の
計
画
見

直
し
を
予
定
し
て
い
る
。
 

　
第
3
次
の
実
行
計
画
は
5

年
度
に
見
直
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
 

問 

問 問 ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

担い手がいないため耕作放棄地
となってしまった畑 

【出典】農林水産省統計部公表　耕地及び作付面積統計・農林業センサス 

本町の耕作放棄地面積の推移 

町が所有する電気自動車 

農
福
連
携
を
取
り
入
れ
る
考
え
は
 

部
長 

社
会
貢
献
的
側
面
か
ら
考
え
て
い
き
た
い 

新
農
業
法
人
設
立 

令和3年6月定例会 
一般質問（伊藤議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（大竹議員） 

大口町エコチャレンジ・プランより抜粋 

温室効果ガス削減に伴う公共施設の設備更新計画概要 
分類 対策内容 

設備 
改修 

運用 
改善 

照明のLED化、高効率化 
熱源設備の高効率化 
空調システムの変更 
コージェネレーションシステムの導入 
低損失変圧器の採用 
BEMSの導入 
空調室内温度の緩和 
外気導入量の調整 

おおぐち議会だより　No.229
令和3年7月21日発行 

おおぐち議会だより　No.229
令和3年7月21日発行 

調査年 
耕地面積（ha）A

全国 

平成17年 

22年 

27年 

4,692,000 

4,593,000 

4,496,000

愛知県 

84,000 

79,100 

76,900

大口町 

547.0 

515.0 

502.0

耕作放棄地面積（ha）B

全国 

385,791 

395,981 

423,064

愛知県 

8,911 

8,378 

8,513

大口町 

27.0 

24.0 

29.0

割合（%）　B÷A

全国 

8.2 

8.6 

9.4

愛知県 

10.6 

10.6 

11.1

大口町 

4.9 

4.7 

5.9
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一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

一
　
般 

質
　
問 

近

藤

時

男

 

今後の「お堀」の在り方は 
部長 今あるものを有効活用 

小口城址公園 動
物
虐
待
は
、
1
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
1
 

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

44
条
2
）
身
勝
手
な
行
動
は

自
治
に
も
影
響
す
る
が
行
政

は
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
 

 

動
物
愛
護
及

び
管
理
に
関

す
る
法
律
に
違
反
す
る
行
為

と
考
え
ら
れ
る
の
で
法
律
に

基
づ
き
対
応
す
る
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
 

 

動
物
虐
待
防
止
条
例
の

制
定
を
と
思
う
が
。
 

 

法
律
に
基
づ

い
て
対
応
す

る
問
題
で
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
条
例
を
制
定
す
る
必
要

性
は
な
い
と
考
え
る
。
 

 

教
育
基
本
法
13
条
で
は

「
学
校
・
家
庭
・
地
域

住
民
の
相
互
の
連
携
協
力
、

教
育
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
自
覚
」
と
あ
る
が
、

地
域
住
民
に
ど
う
周
知
す
る

の
か
。
 

 

平
成
24
年
に

大
口
町
の
教

育
を
考
え
る
会
を
発
足
。
そ

の
中
で
大
口
町
の
教
育
に
関

す
る
基
本
方
針
を
策
定
。
 

　
基
本
方
針
に
あ
る
家
庭
、

学
校
、
地
域
の
教
育
3
本
柱

に
基
づ
い
て
子
育
て
を
進
め

て
い
る
。
学
校
教
育
法
の
理

念
等
を
周
知
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
 

問 

問 
問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

動
物
が
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
責
任
を
負
う
等
、
気
づ
き
、

共
感
、
責
任
に
つ
い
て
の
教

育
は
し
て
い
る
の
か
。
 

 

児
童
期
か
ら

動
物
に
関
心

を
持
ち
、
親
し
み
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
で
生
命
の
尊
厳

に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
考
え
る
。
小
学

校
で
は
教
科
道
徳
で
か
け
が

い
の
な
い
自
他
の
生
命
の
尊

重
等
を
児
童
に
伝
え
て
い
る
。

ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
そ
れ

等
に
つ
い
て
お
子
様
と
お
話

し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
 

問 

生
涯
教
育
部
長 

小
口
城
址
公
園
の
「
お

堀
」
は
、
当
初
の
設
計

で
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
だ

っ
た
か
。
 

 

八
つ
橋
の
周
り

に
花
菖
蒲
を
入
れ
、

季
節
に
は
目
を
楽
し
ま
せ
る

施
設
と
す
る
計
画
。
 

 

現
在
、
当
初
の
計
画
は

維
持
で
き
て
い
る
か
。
 

 

完
成
当
初
の
平

成
11
年
は
、
菖

蒲
は
元
気
な
状
態
だ
っ
た
が
、

14
、
15
年
頃
に
行
っ
た
株
分

け
で
、
2
、
3
年
経
過
し
た

ら
株
が
痩
せ
て
生
息
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
た
。
 

　
そ
の
後
、
18
、
19
年
に
入

替
を
し
た
が
、
2
、
3
年
で

株
が
痩
せ
て
生
息
で
き
な
く

な
り
、
26
年
頃
に
も
入
替
え

た
が
、
同
様
に
2
、
3
年
経

過
す
る
と
、
株
が
痩
せ
て
生

息
で
き
な
く
な
っ
た
。
 

　
以
降
、
土
の
ま
ま
で
、
水

を
張
る
こ
と
も
な
く
、
現
在

の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当

初
の
計
画
は
維
持
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
。
 

 

現
在
の
維
持
管
理
の
方

法
は
。
 

 

草
が
生
え
る
た
め
、

草
刈
り
を
地
域

の
団
体
に
お
願
い
し
て
い
る
。
 

 

現
在
の
維
持
管
理
で
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
か
。
 

 

管
理
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
団

体
か
ら
、
八
つ
橋
等
の
構
造

物
が
あ
り
、
草
の
管
理
が
大

変
で
あ
る
た
め
、
草
が
生
え

な
い
よ
う
に
常
時
水
を
張
れ

な
い
か
と
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
 

 

当
初
の
計
画
を
復
活
す

る
た
め
に
は
、
何
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
 

 

既
設
シ
ー
ト
の

撤
去
、
土
の
入

れ
替
え
、
八
つ
橋
の
耐
水
化

素
材
へ
の
変
更
、
水
の
循
環

機
能
の
回
復
等
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
菖
蒲
を
育
て
る
た
め

に
費
用
を
掛
け
る
こ
と
は
避

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
後
の
「
お
堀
」
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
い

つ
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く

考
え
か
。
 

 

様
々
な
懸
念
事

項
が
あ
る
が
、

工
事
を
段
階
的
に
実
施
し
、

状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

結
論
を
出
す
ま
で
に
は
、
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
今
回
の
意
見
を
参
考
に
し
、

今
後
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

方
針
を
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
今
あ
る
も
の
を
有

効
活
用
し
、
そ
の
後
の
維
持

管
理
も
考
慮
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 問 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

現在の「お堀」の様子 

動
物
虐
待
防
止
条
例
の
制
定
を
 

ま
ち
づ
く
り
部
長 
法
律
に
基
づ
い
て
対
応
で
き
る
問
題 

動
物
愛
護 

令和3年6月定例会 
一般質問（近藤議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（船戸議員） 

用語解説「八つ橋」 
池・小川などに、幅の狭い橋板

を数枚、稲妻のような形につなぎ
かけた橋。8枚の板からなる三河
の八橋に由来する。 

し
ょ
う
 

ぶ
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一
　
般 

質
　
問 

船

戸

光

夫

 

一
　
般 

質
　
問 

近

藤

時

男

 

今後の「お堀」の在り方は 
部長 今あるものを有効活用 

小口城址公園 動
物
虐
待
は
、
1
年
以

下
の
懲
役
、
ま
た
は
1
 

0
0
万
円
以
下
の
罰
金
（
法

44
条
2
）
身
勝
手
な
行
動
は

自
治
に
も
影
響
す
る
が
行
政

は
こ
の
問
題
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。
 

 

動
物
愛
護
及

び
管
理
に
関

す
る
法
律
に
違
反
す
る
行
為

と
考
え
ら
れ
る
の
で
法
律
に

基
づ
き
対
応
す
る
問
題
で
あ

る
と
考
え
る
。
 

 

動
物
虐
待
防
止
条
例
の

制
定
を
と
思
う
が
。
 

 

法
律
に
基
づ

い
て
対
応
す

る
問
題
で
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
条
例
を
制
定
す
る
必
要

性
は
な
い
と
考
え
る
。
 

 

教
育
基
本
法
13
条
で
は

「
学
校
・
家
庭
・
地
域

住
民
の
相
互
の
連
携
協
力
、

教
育
に
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

責
任
を
自
覚
」
と
あ
る
が
、

地
域
住
民
に
ど
う
周
知
す
る

の
か
。
 

 

平
成
24
年
に

大
口
町
の
教

育
を
考
え
る
会
を
発
足
。
そ

の
中
で
大
口
町
の
教
育
に
関

す
る
基
本
方
針
を
策
定
。
 

　
基
本
方
針
に
あ
る
家
庭
、

学
校
、
地
域
の
教
育
3
本
柱

に
基
づ
い
て
子
育
て
を
進
め

て
い
る
。
学
校
教
育
法
の
理

念
等
を
周
知
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

動
物
が
よ
り
よ
く
生
き

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
責
任
を
負
う
等
、
気
づ
き
、

共
感
、
責
任
に
つ
い
て
の
教

育
は
し
て
い
る
の
か
。
 

 

児
童
期
か
ら

動
物
に
関
心

を
持
ち
、
親
し
み
を
持
っ
て

接
す
る
こ
と
で
生
命
の
尊
厳

に
つ
い
て
認
識
す
る
こ
と
は

大
変
重
要
と
考
え
る
。
小
学

校
で
は
教
科
道
徳
で
か
け
が

い
の
な
い
自
他
の
生
命
の
尊

重
等
を
児
童
に
伝
え
て
い
る
。

ご
家
庭
に
お
い
て
も
、
そ
れ

等
に
つ
い
て
お
子
様
と
お
話

し
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
 

問 

生
涯
教
育
部
長 

小
口
城
址
公
園
の
「
お

堀
」
は
、
当
初
の
設
計

で
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
だ

っ
た
か
。
 

 

八
つ
橋
の
周
り

に
花
菖
蒲
を
入
れ
、

季
節
に
は
目
を
楽
し
ま
せ
る

施
設
と
す
る
計
画
。
 

 

現
在
、
当
初
の
計
画
は

維
持
で
き
て
い
る
か
。
 

 

完
成
当
初
の
平

成
11
年
は
、
菖

蒲
は
元
気
な
状
態
だ
っ
た
が
、

14
、
15
年
頃
に
行
っ
た
株
分

け
で
、
2
、
3
年
経
過
し
た

ら
株
が
痩
せ
て
生
息
で
き
な

い
状
況
に
な
っ
た
。
 

　
そ
の
後
、
18
、
19
年
に
入

替
を
し
た
が
、
2
、
3
年
で

株
が
痩
せ
て
生
息
で
き
な
く

な
り
、
26
年
頃
に
も
入
替
え

た
が
、
同
様
に
2
、
3
年
経

過
す
る
と
、
株
が
痩
せ
て
生

息
で
き
な
く
な
っ
た
。
 

　
以
降
、
土
の
ま
ま
で
、
水

を
張
る
こ
と
も
な
く
、
現
在

の
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
当

初
の
計
画
は
維
持
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
。
 

 

現
在
の
維
持
管
理
の
方

法
は
。
 

 

草
が
生
え
る
た
め
、

草
刈
り
を
地
域

の
団
体
に
お
願
い
し
て
い
る
。
 

 

現
在
の
維
持
管
理
で
問

題
は
生
じ
て
い
な
い
か
。
 

 

管
理
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
団

体
か
ら
、
八
つ
橋
等
の
構
造

物
が
あ
り
、
草
の
管
理
が
大

変
で
あ
る
た
め
、
草
が
生
え

な
い
よ
う
に
常
時
水
を
張
れ

な
い
か
と
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
 

 

当
初
の
計
画
を
復
活
す

る
た
め
に
は
、
何
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
か
。
 

 

既
設
シ
ー
ト
の

撤
去
、
土
の
入

れ
替
え
、
八
つ
橋
の
耐
水
化

素
材
へ
の
変
更
、
水
の
循
環

機
能
の
回
復
等
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
菖
蒲
を
育
て
る
た
め

に
費
用
を
掛
け
る
こ
と
は
避

け
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

 

今
後
の
「
お
堀
」
の
在

り
方
に
つ
い
て
は
、
い

つ
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
く

考
え
か
。
 

 

様
々
な
懸
念
事

項
が
あ
る
が
、

工
事
を
段
階
的
に
実
施
し
、

状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

結
論
を
出
す
ま
で
に
は
、
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。
 

　
今
回
の
意
見
を
参
考
に
し
、

今
後
、
検
討
を
重
ね
な
が
ら

方
針
を
示
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
今
あ
る
も
の
を
有

効
活
用
し
、
そ
の
後
の
維
持

管
理
も
考
慮
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
 

問 

問 問 

問 

問 

問 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

現在の「お堀」の様子 

動
物
虐
待
防
止
条
例
の
制
定
を
 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

法
律
に
基
づ
い
て
対
応
で
き
る
問
題 

動
物
愛
護 

令和3年6月定例会 
一般質問（近藤議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（船戸議員） 

用語解説「八つ橋」 
池・小川などに、幅の狭い橋板

を数枚、稲妻のような形につなぎ
かけた橋。8枚の板からなる三河
の八橋に由来する。 

し
ょ
う
 

ぶ
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

業
務
改
善
発
表
会
等
の
開
催
は
 

部
長 

他
市
町
を
参
考
に
効
果
的
な
「
場
」
を
検
討 

改
善
に
取
り
組
む
組
織
風
土
の
醸
成 

町内企業と連携し、まちの課題解決を 
部長 「協議の場」の創設を検討 

住
宅
改
修
費
助
成
事
業

で
見
直
し
た
点
は
。
 

 

要
支
援
・
要

介
護
認
定
を

受
け
た
方
が
、
居
住
す
る
家

屋
の
改
修
に
必
要
な
経
費
に

対
し
、
介
護
保
険
で
利
用
で

き
る
20
万
円
に
加
え
、
町
独

自
で
対
象
工
事
費
50
万
円
を

上
限
に
そ
の
2
分
の
1
を
助

成
し
て
い
た
。
 

　
今
年
度
か
ら
は
、
助
成
対

象
工
事
費
の
上
限
額
を
50
万

円
か
ら
30
万
円
に
引
き
下
げ
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ
の
改
修
を

対
象
工
事
か
ら
外
し
た
。
 

 

身
体
状
態
の
変
化
で
必

要
に
応
じ
て
複
数
回
の

助
成
制
度
活
用
は
で
き
る
の

か
。
 

 

介
護
保
険
制

度
の
住
宅
改

修
は
、
対
象
工
事
費
が
20
万

円
に
達
す
る
ま
で
、
必
要
に

応
じ
て
複
数
回
申
請
で
き
る
。
 

　
要
介
護
状
態
が
3
段
階
以

上
重
度
化
し
た
場
合
や
、
対

象
者
本
人
の
転
居
に
よ
り
新

た
に
住
宅
改
修
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
、
再
度
20
万
円

ま
で
申
請
で
き
る
。
 

　
町
独
自
の
上
乗
せ
分
は
1

回
限
り
だ
が
、
転
居
に
伴
う

住
宅
改
修
を
実
施
す
る
場
合

は
再
度
申
請
で
き
る
。
 

問 

問 
健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

お
か
し
い
と
思
う
こ
と

を
お
か
し
い
と
思
う
人

間
が
解
決
し
て
い
く
。
こ
の

当
事
者
意
識
こ
そ
が
、
信
頼

さ
れ
活
気
あ
る
役
所
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る

が
。
 

 

ご
指
摘
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
 

　
現
場
に
近
い
職
員
が
、
最

も
住
民
の
声
を
耳
に
す
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
な
が

ら
、
課
題
を
認
識
し
、
改
善

策
を
模
索
し
、
解
決
行
動
に

移
し
て
い
く
、
こ
の
一
連
の

流
れ
が
大
切
だ
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
自
発
的
に
職
員
が

改
善
を
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
組
織

と
し
て
は
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
 

 

「
大
口
町
職
員
の
創
意

工
夫
提
案
に
関
す
る
要

綱
」
を
見
直
す
と
共
に
、
職

員
間
の
情
報
共
有
・
相
互
研

修
の
た
め
に
改
善
発
表
会
等

を
開
催
す
べ
き
で
は
。
 

 

要
綱
は
、
そ
の

目
的
や
意
義
等

を
見
直
し
、
再
考
す
る
。
 

　
日
ご
ろ
か
ら
業
務
改
善
に

意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、
総

体
的
に
は
小
さ
な
改
善
も
、

そ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
改

善
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
、
職
員
自
身
の
「
働

き
方
改
革
」
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
 

　
現
在
は
、
そ
の
改
善
成
果

が
広
く
「
見
え
る
化
」
さ
れ

る
仕
組
み
が
な
い
の
で
、
他

市
町
の
業
務
改
善
発
表
会
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
方
法
が
効
果
的
な
「
場
」

と
な
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
自
治
組
織
は
な
ぜ

必
要
か
。
 

 

平
成
23
年
11

月
に
「
大
口

町
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

か
ら
出
さ
れ
た
提
案
書
で
は
、

地
域
自
治
組
織
設
立
の
背
景

と
し
て
、
住
民
の
行
政
へ
の

依
存
体
質
が
高
ま
っ
た
こ
と
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
こ
と
、
社
会
保
障
費

の
増
加
に
よ
り
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
、
課
題
解
決
の
た
め
の
提

案
と
そ
の
決
定
権
を
持
ち
「
地

域
で
求
め
る
こ
と
は
、
地
域

で
話
し
合
っ
て
実
行
す
る
」

た
め
の
組
織
が
必
要
で
あ
る

と
提
案
さ
れ
た
。
 

　
町
と
し
て
も
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
設
立
を
支
援
し
て

き
た
と
こ
ろ
。
 

 

推
進
す
る
上
で
課
題
は

何
か
。
 

 

地
域
自
治
組

織
が
設
立
さ

れ
て
い
る
の
は
、
市
町
村
合

併
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
き
に
く
く
な
っ
た
過
疎
地

域
を
抱
え
る
自
治
体
に
多
い

傾
向
に
あ
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
、

地
域
住
民
自
ら
が
地
域
の
困

り
ご
と
を
解
決
し
て
い
く
取

り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
、
生

活
自
体
に
支
障
を
き
た
す
た

め
、
そ
の
危
機
感
は
強
い
。
 

　
幸
い
本
町
は
そ
の
よ
う
な

自
治
体
と
比
べ
て
財
政
的
に

は
余
裕
が
あ
り
、
実
感
と
し

て
生
活
自
体
に
支
障
を
き
た

す
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。
 

　
こ
の
こ
と
が
職
員
を
含
め

住
民
の
皆
さ
ん
の
危
機
感
を

薄
く
さ
せ
、
こ
の
地
域
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
く
上
で

の
最
大
の
課
題
と
感
じ
て
い

る
。
 

　
今
後
は
、
様
々
な
統
計
デ

ー
タ
を
使
い
、
将
来
訪
れ
る

で
あ
ろ
う
「
地
域
」
の
状
況

を
地
域
の
方
々
と
共
有
し
な

が
ら
地
域
自
治
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
内
企
業
等
と
は
互
い

に
顔
の
見
え
る
関
係
性

が
不
可
欠
で
は
。
現
状
は
ど

の
よ
う
か
。
 

 

昨
年
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
で
は
、
多
く

の
企
業
か
ら
寄
付
の
申
し
出

と
併
せ
、
協
力
の
申
し
出
を

頂
い
た
。
 

　
そ
れ
ら
の
調
整
を
き
っ
か

け
に
、
話
が
発
展
し
、
災
害

協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
企
業

も
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
個
々

の
職
員
が
、
日
々
の
業
務
の

中
で
、
企
業
と
の
関
係
性
を

深
め
て
き
た
事
例
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

　
本
町
が
目
指
す
「
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
多
様
な
担
い
手

と
、
協
働
・
連
携
し
て
進
め

る
も
の
で
、
こ
の
取
組
み
を

進
め
る
上
で
、
気
軽
に
連
絡

や
相
談
が
で
き
る
関
係
性
、

い
わ
ゆ
る
「
顔
の
見
え
る
関
 

係
性
」
を
築
く
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
 

 

役
所
が
抱
え
て
い
る
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
、

町
内
企
業
等
と
の
協
議
の
場

を
設
定
し
、
双
方
の
強
み
を

生
か
し
な
が
ら
、
連
携
を
進

め
て
は
ど
う
か
。
 

 

第
7
次
大
口
町

総
合
計
画
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
将
来
世
代
に
負
担
を

残
す
こ
と
な
く
、
未
来
に
責

任
を
持
つ
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
多
様
な
担
い
手
に
よ

る
協
働
・
連
携
を
通
じ
、
活

力
の
あ
る
、
ま
ち
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
 

　
現
場
の
業
務
を
担
う
担
当

者
同
士
の
顔
が
見
え
、
お
互

い
が
気
軽
に
連
絡
や
相
談
が

で
き
る
関
係
性
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
包
括
連
携

協
定
締
結
に
関
わ
ら
ず
、
ま

ち
の
課
題
解
決
に
向
け
、
町

内
企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

「
協
議
の
場
」
の
創
設
を
検

討
す
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

取組みを推進する上での課題は 
部長 将来への認識不足による危機感の薄さ 

地域自治組織 

改善発表会で、情報共有・相互研鑽を 

複
数
回
の
助
成
制
度
活
用
は
で
き
る
の
か
 

部
長 

上
限
に
達
す
る
ま
で
必
要
に
応
じ
可
能 

住
宅
改
修
費
助
成
事
業 

令和3年6月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（江幡議員） 
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

業
務
改
善
発
表
会
等
の
開
催
は
 

部
長 

他
市
町
を
参
考
に
効
果
的
な
「
場
」
を
検
討 

改
善
に
取
り
組
む
組
織
風
土
の
醸
成 

町内企業と連携し、まちの課題解決を 
部長 「協議の場」の創設を検討 

住
宅
改
修
費
助
成
事
業

で
見
直
し
た
点
は
。
 

 

要
支
援
・
要

介
護
認
定
を

受
け
た
方
が
、
居
住
す
る
家

屋
の
改
修
に
必
要
な
経
費
に

対
し
、
介
護
保
険
で
利
用
で

き
る
20
万
円
に
加
え
、
町
独

自
で
対
象
工
事
費
50
万
円
を

上
限
に
そ
の
2
分
の
1
を
助

成
し
て
い
た
。
 

　
今
年
度
か
ら
は
、
助
成
対

象
工
事
費
の
上
限
額
を
50
万

円
か
ら
30
万
円
に
引
き
下
げ
、

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
へ
の
改
修
を

対
象
工
事
か
ら
外
し
た
。
 

 

身
体
状
態
の
変
化
で
必

要
に
応
じ
て
複
数
回
の

助
成
制
度
活
用
は
で
き
る
の

か
。
 

 

介
護
保
険
制

度
の
住
宅
改

修
は
、
対
象
工
事
費
が
20
万

円
に
達
す
る
ま
で
、
必
要
に

応
じ
て
複
数
回
申
請
で
き
る
。
 

　
要
介
護
状
態
が
3
段
階
以

上
重
度
化
し
た
場
合
や
、
対

象
者
本
人
の
転
居
に
よ
り
新

た
に
住
宅
改
修
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
は
、
再
度
20
万
円

ま
で
申
請
で
き
る
。
 

　
町
独
自
の
上
乗
せ
分
は
1

回
限
り
だ
が
、
転
居
に
伴
う

住
宅
改
修
を
実
施
す
る
場
合

は
再
度
申
請
で
き
る
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

お
か
し
い
と
思
う
こ
と

を
お
か
し
い
と
思
う
人

間
が
解
決
し
て
い
く
。
こ
の

当
事
者
意
識
こ
そ
が
、
信
頼

さ
れ
活
気
あ
る
役
所
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る

が
。
 

 

ご
指
摘
の
と
お

り
だ
と
思
う
。
 

　
現
場
に
近
い
職
員
が
、
最

も
住
民
の
声
を
耳
に
す
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
集
約
し
な
が

ら
、
課
題
を
認
識
し
、
改
善

策
を
模
索
し
、
解
決
行
動
に

移
し
て
い
く
、
こ
の
一
連
の

流
れ
が
大
切
だ
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
自
発
的
に
職
員
が

改
善
を
し
や
す
い
環
境
を
整

え
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
組
織

と
し
て
は
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
る
。
 

 

「
大
口
町
職
員
の
創
意

工
夫
提
案
に
関
す
る
要

綱
」
を
見
直
す
と
共
に
、
職

員
間
の
情
報
共
有
・
相
互
研

修
の
た
め
に
改
善
発
表
会
等

を
開
催
す
べ
き
で
は
。
 

 

要
綱
は
、
そ
の

目
的
や
意
義
等

を
見
直
し
、
再
考
す
る
。
 

　
日
ご
ろ
か
ら
業
務
改
善
に

意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、
総

体
的
に
は
小
さ
な
改
善
も
、

そ
の
積
み
重
ね
が
大
き
な
改

善
に
な
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
や
、
職
員
自
身
の
「
働

き
方
改
革
」
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
る
。
 

　
現
在
は
、
そ
の
改
善
成
果

が
広
く
「
見
え
る
化
」
さ
れ

る
仕
組
み
が
な
い
の
で
、
他

市
町
の
業
務
改
善
発
表
会
等

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
な
方
法
が
効
果
的
な
「
場
」

と
な
る
の
か
を
検
討
し
た
い
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

地
域
自
治
組
織
は
な
ぜ

必
要
か
。
 

 

平
成
23
年
11

月
に
「
大
口

町
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
」

か
ら
出
さ
れ
た
提
案
書
で
は
、

地
域
自
治
組
織
設
立
の
背
景

と
し
て
、
住
民
の
行
政
へ
の

依
存
体
質
が
高
ま
っ
た
こ
と
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

よ
り
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
っ

て
き
た
こ
と
、
社
会
保
障
費

の
増
加
に
よ
り
各
種
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
の
維
持
が
困

難
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
 

　
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
、
課
題
解
決
の
た
め
の
提

案
と
そ
の
決
定
権
を
持
ち
「
地

域
で
求
め
る
こ
と
は
、
地
域

で
話
し
合
っ
て
実
行
す
る
」

た
め
の
組
織
が
必
要
で
あ
る

と
提
案
さ
れ
た
。
 

　
町
と
し
て
も
そ
の
必
要
性

を
認
識
し
設
立
を
支
援
し
て

き
た
と
こ
ろ
。
 

 

推
進
す
る
上
で
課
題
は

何
か
。
 

 

地
域
自
治
組

織
が
設
立
さ

れ
て
い
る
の
は
、
市
町
村
合

併
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
行
き

届
き
に
く
く
な
っ
た
過
疎
地

域
を
抱
え
る
自
治
体
に
多
い

傾
向
に
あ
る
。
 

　
こ
れ
ら
の
自
治
体
で
は
、

地
域
住
民
自
ら
が
地
域
の
困

り
ご
と
を
解
決
し
て
い
く
取

り
組
み
を
し
な
け
れ
ば
、
生

活
自
体
に
支
障
を
き
た
す
た

め
、
そ
の
危
機
感
は
強
い
。
 

　
幸
い
本
町
は
そ
の
よ
う
な

自
治
体
と
比
べ
て
財
政
的
に

は
余
裕
が
あ
り
、
実
感
と
し

て
生
活
自
体
に
支
障
を
き
た

す
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
。
 

　
こ
の
こ
と
が
職
員
を
含
め

住
民
の
皆
さ
ん
の
危
機
感
を

薄
く
さ
せ
、
こ
の
地
域
の
取

組
み
を
推
進
し
て
い
く
上
で

の
最
大
の
課
題
と
感
じ
て
い

る
。
 

　
今
後
は
、
様
々
な
統
計
デ

ー
タ
を
使
い
、
将
来
訪
れ
る

で
あ
ろ
う
「
地
域
」
の
状
況

を
地
域
の
方
々
と
共
有
し
な

が
ら
地
域
自
治
の
必
要
性
を

訴
え
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

町
内
企
業
等
と
は
互
い

に
顔
の
見
え
る
関
係
性

が
不
可
欠
で
は
。
現
状
は
ど

の
よ
う
か
。
 

 

昨
年
か
ら
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
で
は
、
多
く

の
企
業
か
ら
寄
付
の
申
し
出

と
併
せ
、
協
力
の
申
し
出
を

頂
い
た
。
 

　
そ
れ
ら
の
調
整
を
き
っ
か

け
に
、
話
が
発
展
し
、
災
害

協
定
を
結
ぶ
に
至
っ
た
企
業

も
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
個
々

の
職
員
が
、
日
々
の
業
務
の

中
で
、
企
業
と
の
関
係
性
を

深
め
て
き
た
事
例
の
一
つ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

　
本
町
が
目
指
す
「
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
多
様
な
担
い
手

と
、
協
働
・
連
携
し
て
進
め

る
も
の
で
、
こ
の
取
組
み
を

進
め
る
上
で
、
気
軽
に
連
絡

や
相
談
が
で
き
る
関
係
性
、

い
わ
ゆ
る
「
顔
の
見
え
る
関
 

係
性
」
を
築
く
こ
と
は
、
非

常
に
重
要
な
こ
と
と
考
え
て

い
る
。
 

 

役
所
が
抱
え
て
い
る
様
々

な
課
題
解
決
に
向
け
、

町
内
企
業
等
と
の
協
議
の
場

を
設
定
し
、
双
方
の
強
み
を

生
か
し
な
が
ら
、
連
携
を
進

め
て
は
ど
う
か
。
 

 

第
7
次
大
口
町

総
合
計
画
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
、
将
来
世
代
に
負
担
を

残
す
こ
と
な
く
、
未
来
に
責

任
を
持
つ
た
め
に
、
ま
ち
づ

く
り
の
多
様
な
担
い
手
に
よ

る
協
働
・
連
携
を
通
じ
、
活

力
の
あ
る
、
ま
ち
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
 

　
現
場
の
業
務
を
担
う
担
当

者
同
士
の
顔
が
見
え
、
お
互

い
が
気
軽
に
連
絡
や
相
談
が

で
き
る
関
係
性
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
包
括
連
携

協
定
締
結
に
関
わ
ら
ず
、
ま

ち
の
課
題
解
決
に
向
け
、
町

内
企
業
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

「
協
議
の
場
」
の
創
設
を
検

討
す
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

取組みを推進する上での課題は 
部長 将来への認識不足による危機感の薄さ 

地域自治組織 

改善発表会で、情報共有・相互研鑽を 

複
数
回
の
助
成
制
度
活
用
は
で
き
る
の
か
 

部
長 

上
限
に
達
す
る
ま
で
必
要
に
応
じ
可
能 

住
宅
改
修
費
助
成
事
業 

令和3年6月定例会 
一般質問（岡議員） 

令和3年6月定例会 
一般質問（江幡議員） 
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
減
収
に

伴
う
国
保
税
の
減
免
制
度
、

国
の
財
政
支
援
は
令
和
2
年

度
は
全
額
だ
っ
た
が
、
3
年

度
は
全
額
で
な
く
な
る
の
は

な
ぜ
か
。
 

 

国
が
全
額
補

助
を
見
直
す

の
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
影
響
を
除
き
、
災
害
に
対

す
る
特
例
的
な
全
額
補
助
は

1
年
間
と
し
て
い
る
例
が
多

い
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
 

 

国
の
財
政
支
援
の
変
更

に
よ
る
影
響
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
 

 

現
時
点
で
、

3
年
度
の
減

免
総
額
が
、
ど
の
程
度
に
な

る
か
不
明
だ
が
、
交
付
基
準

で
試
算
す
る
と
、
特
別
調
整

交
付
金
に
よ
る
補
助
割
合
は

10
分
の
4
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
特
別
調
整

交
付
金
を
除
く
6
割
分
は
、

町
の
国
保
財
政
に
よ
り
予
算

措
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

財
政
調
整
基
金
に
よ
り
対
応

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。
 

 

減
免
基
準
は
3
年
の
収

入
減
少
を
2
年
の
収
入

と
比
較
。
2
年
度
に
減
免
制

度
を
活
用
し
た
人
は
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
3
割
減
収
し
な

い
と
対
象
に
な
ら
な
い
。
 

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
な
か
っ

た
元
年
と
比
較
し
な
い
と
救

済
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
さ

ら
に
収
入
が
減
少
し
、
減
免

基
準
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

引
き
続
き
特
例
措
置
で
減
免

さ
れ
る
。
 

　
所
得
の
低
い
世
帯
は
、
所

得
に
応
じ
た
国
の
軽
減
制
度

が
あ
り
、
本
町
も
条
例
等
で

前
年
よ
り
所
得
が
著
し
く
減

り
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は

減
免
規
定
を
設
け
て
い
る
の

で
、
こ
う
し
た
制
度
で
対
応

す
る
。
 

問 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

行
事
予
定
に
女
性
の
視

点
も
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
近
隣

市
町
の
計
画
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
 

 

小
中
学
校
で

は
、
年
間
の

行
事
計
画
を
組
む
際
に
様
々

な
工
夫
を
し
て
い
る
。
 

　
P
T
A
総
会
、
学
年
・
学

級
懇
談
会
、
学
校
公
開
、
保

護
者
会
、
運
動
会
・
体
育
大

会
、
学
習
発
表
会
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
様
々
な
行
事

が
あ
る
が
、
学
校
公
開
は
、

2
時
間
の
公
開
や
、
午
前
と

午
後
の
両
方
を
設
定
す
る
な

ど
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
男

性
女
性
を
問
わ
ず
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
方
に
、
よ
り

学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
頂
け

る
よ
う
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
配
慮
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

学
校
及
び
学
級
運
営
や
時
季

等
を
考
え
る
と
、
各
種
行
事

を
設
定
可
能
な
日
は
か
な
り

限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
。
 

問 

生
涯
教
育
部
長 

行事予定に女性の視点を 
部長 行事計画は様々な工夫をしている 

学校行事の計画 

国
の
財
政
支
援
の
変
更
は
な
ぜ
か
 

部
長
 

災
害
に
対
す
る
特
例
は
原
則
1
年
 

新
型
コ
ロ
ナ
の
国
保
税
減
免 

令和3年6月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和2年度 

政務活動費 
収支報告 

各議員の使途詳細等は、議会のホームページに掲載しています。 ○ 

氏　名 支出内容 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

近藤時男 

江口昌史 

船戸光夫 

酒井正宗 

岡　孝夫 

鈴木義彦 

大竹伸一 

伊藤　浩 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

倉知敏美 

合　　　　　　　　　計  

交付額 

24,000 

19,876 

8,550 

0 

0 

0 

38,470 

19,822 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

110,718

支出額 

24,000 

19,876 

8,550 

0 

0 

0 

38,470 

19,822 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

支出内訳 

資料購入費 

資料購入費 

研修費 

－ 

－ 

－ 

研修費 

資料購入費 

事務費 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

24,000 

19,876 

8,550 

－ 

－ 

－ 

38,470 

1,782 

18,040 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

「住民と自治」誌代、商工新聞、平和新聞ほか 

「資本論」第1巻～第10巻 

研修参加「地方財政制度の基本と自治体財政」 

－ 

－ 

－ 

セミナー参加「適正な議員定数・議員報酬の決定手法
を考える」 

書籍購入「なぜ、彼らは「お役所仕事」を変えられたのか？」 

文書通信費　モバイルWi－Fiルーター利用料 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4580.htm

各議員の政務活動費の使いみち（令和2年4月～3年3月） 単位：円 

大口町議会 政務活動費 

　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付され
る費用で、大口町議会では実費後払い方式により各議員に年間6万円を
限度に交付しています。 
　政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権、情報公開の規定等を条例で定めています。 
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一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
減
収
に

伴
う
国
保
税
の
減
免
制
度
、

国
の
財
政
支
援
は
令
和
2
年

度
は
全
額
だ
っ
た
が
、
3
年

度
は
全
額
で
な
く
な
る
の
は

な
ぜ
か
。
 

 

国
が
全
額
補

助
を
見
直
す

の
は
、
東
日
本
大
震
災
に
伴

う
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
影
響
を
除
き
、
災
害
に
対

す
る
特
例
的
な
全
額
補
助
は

1
年
間
と
し
て
い
る
例
が
多

い
こ
と
等
を
踏
ま
え
て
い
る

と
の
こ
と
。
 

 

国
の
財
政
支
援
の
変
更

に
よ
る
影
響
は
、
ど
の

程
度
に
な
る
と
見
込
ん
で
い

る
の
か
。
 

 

現
時
点
で
、

3
年
度
の
減

免
総
額
が
、
ど
の
程
度
に
な

る
か
不
明
だ
が
、
交
付
基
準

で
試
算
す
る
と
、
特
別
調
整

交
付
金
に
よ
る
補
助
割
合
は

10
分
の
4
に
な
る
と
想
定
し

て
い
る
。
 

　
し
た
が
っ
て
、
特
別
調
整

交
付
金
を
除
く
6
割
分
は
、

町
の
国
保
財
政
に
よ
り
予
算

措
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

財
政
調
整
基
金
に
よ
り
対
応

す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。
 

 

減
免
基
準
は
3
年
の
収

入
減
少
を
2
年
の
収
入

と
比
較
。
2
年
度
に
減
免
制

度
を
活
用
し
た
人
は
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
3
割
減
収
し
な

い
と
対
象
に
な
ら
な
い
。
 

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
な
か
っ

た
元
年
と
比
較
し
な
い
と
救

済
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。
 

 

新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
さ

ら
に
収
入
が
減
少
し
、
減
免

基
準
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

引
き
続
き
特
例
措
置
で
減
免

さ
れ
る
。
 

　
所
得
の
低
い
世
帯
は
、
所

得
に
応
じ
た
国
の
軽
減
制
度

が
あ
り
、
本
町
も
条
例
等
で

前
年
よ
り
所
得
が
著
し
く
減

り
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は

減
免
規
定
を
設
け
て
い
る
の

で
、
こ
う
し
た
制
度
で
対
応

す
る
。
 

問 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

行
事
予
定
に
女
性
の
視

点
も
取
り
入
れ
て
い
く

こ
と
は
大
切
な
こ
と
。
近
隣

市
町
の
計
画
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
 

 

小
中
学
校
で

は
、
年
間
の

行
事
計
画
を
組
む
際
に
様
々

な
工
夫
を
し
て
い
る
。
 

　
P
T
A
総
会
、
学
年
・
学

級
懇
談
会
、
学
校
公
開
、
保

護
者
会
、
運
動
会
・
体
育
大

会
、
学
習
発
表
会
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
様
々
な
行
事

が
あ
る
が
、
学
校
公
開
は
、

2
時
間
の
公
開
や
、
午
前
と

午
後
の
両
方
を
設
定
す
る
な

ど
、
よ
り
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。
 

　
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
男

性
女
性
を
問
わ
ず
、
保
護
者

や
地
域
の
皆
様
方
に
、
よ
り

学
校
運
営
に
関
わ
っ
て
頂
け

る
よ
う
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
配
慮
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
。
 

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

学
校
及
び
学
級
運
営
や
時
季

等
を
考
え
る
と
、
各
種
行
事

を
設
定
可
能
な
日
は
か
な
り

限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
。
 

問 

生
涯
教
育
部
長 

行事予定に女性の視点を 
部長 行事計画は様々な工夫をしている 

学校行事の計画 

国
の
財
政
支
援
の
変
更
は
な
ぜ
か
 

部
長
 

災
害
に
対
す
る
特
例
は
原
則
1
年
 

新
型
コ
ロ
ナ
の
国
保
税
減
免 

令和3年6月定例会 
一般質問（吉田議員） 

令和2年度 

政務活動費 
収支報告 

各議員の使途詳細等は、議会のホームページに掲載しています。 ○ 

氏　名 支出内容 

吉田　正 

江幡満世志 

佐名かよ子 

近藤時男 

江口昌史 

船戸光夫 

酒井正宗 

岡　孝夫 

鈴木義彦 

大竹伸一 

伊藤　浩 

丹羽　孝 

丹羽　勉 

齊木一三 

倉知敏美 

合　　　　　　　　　計  

交付額 

24,000 

19,876 

8,550 

0 

0 

0 

38,470 

19,822 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

110,718

支出額 

24,000 

19,876 

8,550 

0 

0 

0 

38,470 

19,822 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0

支出内訳 

資料購入費 

資料購入費 

研修費 

－ 

－ 

－ 

研修費 

資料購入費 

事務費 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

24,000 

19,876 

8,550 

－ 

－ 

－ 

38,470 

1,782 

18,040 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

「住民と自治」誌代、商工新聞、平和新聞ほか 

「資本論」第1巻～第10巻 

研修参加「地方財政制度の基本と自治体財政」 

－ 

－ 

－ 

セミナー参加「適正な議員定数・議員報酬の決定手法
を考える」 

書籍購入「なぜ、彼らは「お役所仕事」を変えられたのか？」 

文書通信費　モバイルWi－Fiルーター利用料 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

https://www.town.oguchi.lg.jp/4580.htm

各議員の政務活動費の使いみち（令和2年4月～3年3月） 単位：円 

大口町議会 政務活動費 

　政務活動費は、地方議会の議員に調査研究等の活動のために交付され
る費用で、大口町議会では実費後払い方式により各議員に年間6万円を
限度に交付しています。 
　政務活動費の適正な使用と使途の透明性を高めるため、議員の責務、
議長の調査権、情報公開の規定等を条例で定めています。 
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議
会

だ
よ

り
 

発
行

／
大

口
町

議
会

　
編

集
／

議
会

広
聴

広
報

常
任

委
員

会
 

議
会

だ
よ

り
は

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

令和3年度　議会新体制決まる 
一　般　質　問 

「8050問題の本町の認識は」 
「ヤングケアラー　認知度を高める取り組みを」 
「町内企業と連携し、まちの課題解決を」　ほか 

令和2年度　政務活動費収支報告 

2 
10～18 
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議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　コロナ禍でも「がん検診」は大事と言われて
います。そのためにも、安価で手軽に受診でき
る集団がん検診の日数を増やしてほしいです。 

（Sさん　秋田地区） 

　子どもや高齢者、障がいのある方等、社会的
に弱い立場の人たちの声がすぐに届く身近な窓
口があるといいと思います。 

（Aさん　さつきケ丘地区） 

表紙の写真 

柿野橋の架け替えが完了し、

渡り初め式が行われました。

テープカット終了後、この橋

を通学路とする大口北小学

校の児童たちが元気に通学

する姿を見せてくれました。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

9月定例会予定 
1日（水） 提案説明 
6日（月） 一般質問 
7日（火） 一般質問 
9日（木） 質疑 

10日（金） 質疑・委員会付託 
14日（火） 総務建設常任委員会 
16日（木） 文教福祉常任委員会 
27日（月） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 

発
行
責
任
者 

議

長

 

議
会
広
聴
広
報
常
任
委
員
会 

委
員
長

 

副
委
員
長 

委

員

 

 

丹

羽

　

勉

 
 

岡

　

孝

夫

 

船

戸

光

夫

 

江
幡
満
世
志 

佐
名
か
よ
子 

江

口

昌

史

 

大

竹

伸

一

 

丹

羽

　

孝

 

大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

9月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定

例
会

 N
o.2

2
9

令
和

3
年

7
月

2
1

日
 

ま ち か ど イ ン タ ビ ュ ー 
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